7 ニユアルの®いかた 



まむしてお使いいただくために— 

■パソコンをお取り扱いいただくためのを意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 


セットアップガイド（本書) 

■パソコンの準備 

• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 

• Q & A 集（電源び入らないとき） 

• リカバリー（再セットアップ） 

• 廃棄/譲お 

など 




取扱説明書- 

• 電源の入れかた 
• 各部の名前 

• メモ U の取り付け/取りはずし 
•ルッテ U —パックの交換 
• システム環境の変更とは 
など 


-オンラインマニュアル- 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 
起動方法「1章7画面で見るマニュアル」 

■パソコンを買い替えたとさ 

•パソコンの基本操作 

• ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

■バッテ U —で使ラ方法 

• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 

など 


リリース情巧- 

• 本製品を使用するラえでのを意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- UU — ス情報について」 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊 
テ『まむしてお使いいただくために』に記載されています。 
おずお読みになり、正し<お使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見5れるようにお手元に 
大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


記号の意味 


A 警告 

"取扱いを誤った場合、使巧をび死亡ま 
たは重傷 （* 1 ) を負ラことび想定さ 
れること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使巧者び傷害 
(*2)を負ラことび想定されるか、ま 
たは物的損害（*3)の発生び想定さ 
れること"を示します。 


データの消失や、故障、性能低下を起 
こさないために守ってほしい内容、仕 
様や機能に関して知っておいてほしい 
内容を示します。 

拉ィモ 

巧っていると便利な内容をおしまず。 

役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへ 
の参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 
ほかのマニュアルへの参照、の場合…『』 
オンラインマニュアルへの参照の場合 

- ( » 

オンラインマニュアルには、さまざま 

な情報が記載されています。 


*] 重傷とは、失明やけび、やけど（高温■低温)、感電、骨折、 
中毒などで、後遺症び鶏るちのおよび治療に入院-長期の通院 
を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど- 
感電などをさしまず。 

*3 物的損善とは、家屋•家財および家畜■ペット等にかかわる拡 
大損害をさします。 


用語について - 

本書では、次のよラに定義します。 

システム 

特に説明がない場合は、使用しているオペレーティン 
グシステム （ OS ) を示します。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプリケーションソフトウエアを示します。 

Windows 7 

Windows ® 7 Home Premium 、 Windows ® 7 
Starter または Windows ® 7 Professional を示しま 
す。 

7 Professional モデル 

Windows ®? Professional を搭載しているモデルを 
术します。 

Windows Vista 

Windows Vista ® Home Premium、Windows 
Vista ® Home Basic または Windows Vista ® 
Business を示します。 

Vista Business モデ J レ 

Windows Vista ® Business び搭載されているモデル 
を巧します。 

Windows XP 

Microsoft ® Windows ® XP Professional operatin 呂 
system 日本語版または Microsoft ® Windows ® XP 
Home Edition 日 peratin 呂 system 日本言頁版を示し 
ます。 

XP Pro モデル 

Microsoft ® Windows ® XP Professional operating 
system 日本語版び搭載されているモデルをおします。 

XP Home モデル 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 
operating system 日本語版げ搭載されているモデル 
を巧します。 

Microsoft IME 

Microsoft ® Office IME 20 日 7 または Microsoft ® 
IME を示します。 

ドライブ 

パソコン本体内蔵の DVD スーパーマルチドライブ 
(モデルによっては書さ込み機能を禁止しています。） 
/ DVD - R 日 M & CD - R / RW ドライブ、別売りの外付 
け DVD ドライブを示します。内蔵しているドライブ 
はモデルによって異な0ます。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 2007または 
Microsoft ® Office Professional 20 日 7 をプレイン 
ストールしているモデルを示します。 

PowerPoint 搭載モデル 

Microsoft ® Office PowerPoint ® 2007をプレイン 
ストールしているモデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能を搭載しているモデルを示します。 

J 旨紋センサー内蔵モデル 

指紋センサーを内蔵しているモデルを示します。 
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東芝ヴービスステーション搭載モデル 

東芝サービスステーションを搭載しているモデルを示 
します。 

トークン機能搭載モデル 

I -ークン機能び搭載されているモデルを示します。 

HDD リカバリー機能搭載モデル 

八一と’ディスク U カバリー機能び搭載されているモデ 
ルを术します。 

TPM 搭載モデル 

TPM 機能げ搭載されているモデルを示します。 


記載について — 

-記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目 
びあります。その場合は、「用語について」のモデル分け 
に準じて、「****モデルの場含」「****シ U —ズ 
のみ」などのよラにを記します。 

-インターネット接続については、ブ□ードバンド接続を 
前提に説明しています。 

-アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I 
ルまたは内蔵八ードディスクや付属の CD / DVD か5 
インストールしたノくージョンを使用することを前提に説 
明しています。 

-[コント□ールパネル]画面には2種類の表示形式びあり 
ます。本書では、次のよラに設定していることを前提に 
説明しています。 

Windows 7の場含 ：「カテゴリ」 

Windows Vista の場合：「コント□-ルパネルホーム」 
Windows XP の場合 ：「カテゴ U 表示」 

「クラシック表示」になっている場合は、画面ちの「大き 
いアイコン」/「かさいアイコン 」 （Windows 7)、画面 
左の「コント□ールパネルホーム 」 （Windows Vista ) 
または「カテコ ' U 表示 」 (Windows XP ) をク U ックし 
て < ださし、。 

-本書に記載している画面やイラストは一部省略した0、 

実隙の表示とは異なる場合びあ0ます。 

-本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾 
に長音（一）を適用しています。 

画面の表示と異なる場含びあ0ますび、読み換えてご使 
巧 < ださし、。 


Trademarks 

- Microsoft 、 Windows、Windows Media 、 Aero 、 
Outlook 、 MSN 、 Excel、PowerPoint は、米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国におけ 
る登録商標または商標です。 

* Wind 日 WS の正式名称は 、 Microsoft Windows 
Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Centrin 日は、アメ U 
力合衆国およびその他の国における Intel Corporation 
またはその子会社の商標、または登録商標です。 

- Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社）の米国ならびに他 
の国における商標な5びに登録商標です。 

本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社が商標お 

よび登録商標として使用している場合びあります。 


プロセッサ （ CPU ) に関するごミ主意^^ 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力は次 
のよラな条件によって違いび現れます。 

-周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプターを接続せず/ (ッテ U —駆動にて本製品を 
使用する場含 

-マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品に 
てお楽しみの場合 

-本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワー 
クに接続して使用する場を 

-複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能 
コンピューターび必要に設計されているデヴィン用アプ 
リケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
-気圧び低い高所にて本製品を使用する場合 
目まとして、標高1,0日0^— トル （3.28 日フィート） 

1；(上をお考えください。 

-目まとして、気温日〜3ぴむ（高所の場含2己で）の範囲 
を超えるよラな外気温の状態で本製品を使用する場を 

本製品の八ードウェア構成に変更び生じる場合、 CPU の処 
理能力び実際には仕様と異なる場含びあ0ます。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャット 
ダウンする場をびあります。これは、当社げ推奨する設定、 
使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場を、 
お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損書の 
危険を減5すための通常の保護機能です。なお、このよラ 
にデータの喪失、破損の危険びあ0ますので、必ず定期的 
にデータを外部記録機器にて保存してください。また、プ 
□セッヴび最適の処理能力を発揮するよラ、当社が推奨ず 
る状態にて本製品をご使用くださし、。 

■目 4 ビットプ□セッヴに関する注意 
目4ビット対応プ□セッサは、日4ビットまたは32ビット 
で動作するように最適化されています。 

目4ビット対応プ□セッサはの条件をすべて満たす場合 
に目4ビットで動作します。 

. 目4ビット対応の日 S (オペレーテイングシステム）がイ 
ンス I -ールされてし、る 

- 64ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
-日4ビット対応の BI 日 S び搭載されている 
•日4ビット対応のデバイスドライバーびインス I -ールさ 
れてし、る 

. 目4ビット対応のアプリケーションびインストールされ 
ている 

特定のデバイスドライバーおよびアプ U ケーションは64 
ビットプ□セッサ上で正常に動作しない場合びあ0ます。 
プレインストールされている日 S び、目4ビット対応と明示 
されていない場合、32ビット対応の日 S びプレインス I -一 
ルされています。 

このほかの使用制限事項につさましては各種説明書をお読 
みください。また、詳細な情報については東芝 PC あんし 
んサポートにお問いをわせ<ださい。 
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著作権について — 

音楽、映儘、コンピューター-プ□グラム、データベース 
などは著作権法によ0、その著作者および著作権ちの権利 
が保護されています。こラした著作物を複製することは、 
個人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ巧ラことびで 
きます。上記の目的を超えて、権利をの了解なくこれを複 
製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の讓渡、ネッ 
トワーク上での配信などを巧ラと、「著作権侵害」「著作者 
人格権侵害」として損害賠價の請求や刑事処罰を受けるこ 
とびあります。本製品を使用して複製などをする場含には、 
著作権まを遵守のうえ、適切な使用をむがけてください。 


リリース情報について — 

「|」リース情報」には、本製品を使用するラえでのを意事項 
などび記述されています。 

必ずお読みください。次の操作を巧ラと表示されます。 

①[スタート]一[すべてのプ n グラム]一[はじめに]一 
[リリース情報]をク U ックする 


[ユーザーアカウント制御]画面について M 

ホ Windows 7、 Windows Vis ねのみ 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示され 
た場含は、そのメッセージをを意して読み、開始した操作 
の内容を確認してから、画面の指示に従って操作してくだ 
さい。 

パスワードの入力を求彼られた場合は、管理者アカウント 
のパスワードで認証を行ってください。 

データのバックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にバックアップをとって保をし 
て < ださい。 

バックアップとは八ードディスクやソフトウエアの故障な 
どでファイルび使用でさなくなったとさのために、あ5かじ 
めファイルを記録 ディアなどにコピーしておくことです。 
本製品は次のような場合、スリープ、休止状態が無効になり、 
本体巧の記憶内容び変化し、消失するおそれびあります。 

-誤った使いかたをしたとさ 
-静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 
-長期間使っていなかったために、バッテリー（バッテ 
リーパック、時計用バッテリー）の充電量げなくなった 
とさ 

-故障、修理、バッテ I 」一交換のとを 
-バッテリー駆動で使巧しているときにバッテリーパック 
を取0はずしたとさ 

-メモ U の取0付け/取りはずしをしたとを 

記憶内容の変化/消失については、八ードディスクや記録 
^ディアなどに保存した内容の損害については当社は一切 
その責任を負いませんので、あらかじめご承知ください。 


お願い 

-本製品の巧蔵八ードディスクにインス!-ールされている、 
または付属の CD / DVD からインス I -ールしたシステ 
ム（日 S )、 アプリケーション！;(外をインス!-ールした場 
合の動作保証はでさません。 

-モデルによっては 、 Windows 7または Windows 
Vista と 、 Windows XP の CD / DVD び付属している 
場合びあります。本製品は、必ずどち5かの日 S のみを 
インス I ルした状態でご使用ください 。 Windows 7 
または Windows Vista と 、 Windows XP を一度に両 
方とも使用することはでさません。 

- Windows 7 Starter 搭載のモデルでは 、 Windows 7 
Home Premium または Windows 7 Professional に 
搭載の一部の機能 （Windows Aero インターフてース、 
リモートディアスト U — S ング、拡張表示など）の機 
能はご利用になれません。 

- Windows Vista Home 目 asic では 、 Windows Vista 
Home Premium、Windows Vista 日 usiness に搭載 
の一部の機能 （Windows Aero インターフェース、フ 
リップ 3 D など）はご利用になれません。 

- Windows 標準のシステムツールまたは本書に記載して 
いる手順！;^外の方まで、パーティションを変更-削除- 
追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊すおそ 
れびあります。 

-内蔵八ードディスクにインス!ルされている、または付 
属の CD / DVD からインス!ルしたシステムに S )、 
アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

-購入時に定め5れた条件!;^外で、製品およびソフトウェ 
アの複製ちしくはコピーをすることは禁じ5れています。 
取り扱いにはま意してください。 

-本製品に内蔵されている画像を、本製品での壁紙！;^がの 
巧途に使用することを禁じます。 

-パスワードを設定した場をは、忘れたとさのために必ず 
パスワードを控えておいてください。パスワードを忘れ 
てしまって、パスワードを解除でさなくなった場含は、 
使用している機種（型番）を確認後、東芝 PC あんしん 
ヴポートに連絡してください。有償にてパスワードを解 
除します。 

HDD ； (スワードを忘れてしまった場合は、八ードディス 
クドライブは永久に使用でさなくなり、交換対応となり 
ます。この場合わ有償です。またどち5の場合も、身分 
証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要とな 
ります。 

-本製品はセキュ U ティ対策のためのパスワード設定や、 
無線 LAN の暗号化設定などの機能を備えていますび、完 
全なセキュ U ティ保護を保証するちのではあ0ません。 
セキュリティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社 
は一切の責任を負いません。 

-指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でわ、個 
人差により指紋情報びかないなどの理由で、登録-使巧 
びできない場合びあります。 

-指紋認証機能は、データや八ードウ王アの完全な保護を 
保罰してはおりません。本機能を利用したことによる、 
いかなる障書、損害に関して、一切の責任は負いかねま 
すので、ご了承ください。 
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-ご使用の際は必ず本書をはじめとする取扱説明書と『エ 
ンドユーヴー使用許諾契約書』および『ソフトウェアに 
関するを意事項』をお読みください。 

. アプリケーション起動時に使用許諾書び表示された場合 
は、内容を確認し、同意して<ださい。使用許諾書に同 
意しないと、アプ U ケーションを使用することはでさま 
せん。一部のアプリケーションでは、一度使用許諾書に 
同意すると、しを起動時に使用許諾書は表示されなくな 
ります。 U カバ U —を巧った場合には再び使用許諾書び 
表示されます。 

-『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管し 
て < ださし、。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあ5かじ奴行って 

いただくよラお願いしてお0ます。当社ホームページで登 

録できます。 

詳細について《オンラインマ ニ ュアル》 


摄境依を文をについて- 

環境巧を文字とは、入力した文字を漢字へ変換ずるとさに 
表おされる候補のち側に「環境巧を文字」まには「環境巧 
を艾字 （ Unicode )」 と表示されるものです。 

巫 


1 

2 

1 

1 

[半撒字 

[全]数字 

3 

① 

巧巧®巧文字 

4 

I 

巧巧巧な文字 

5 

i 

巧巧化な文字 

6 

7 

竜 

み 

■W 


(表示例) 


ユーヴーアカウント名やフオルダー名に環境依を艾字び含 
まれていると、ファイルの読み込みや保をなどび正常に動 
作しないことがあります。 

ファイル名やファイル内の艾字列に環境依を艾字び含まれ 
ていると、ファイル名び「？」などのよラに正しく表示され 
ず、正背に動作しないことびあります。 

また、アプ U ケーシヨン上でファイルの編集中に入力した 
文字列に環境依を艾字び含まれていると、作成したファイ 
ル上で正しく表示されないことびあります。 

このよラな場含には、環境依を艾字を含まない艾字列に変 
要してください。 

CD / DVD などの記録^ディアにデータを書き込むとき 
は、環境依存文字び含まれていないことをあ5かじめ確認 
してか5作業を行ってください。 
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パソコンの準備 —七ットアップー 



この章では、 Windows のセットアッス電源の切 
りかた、ほかのマニュアルなどについて説明してい 
まず。 


1使ラ前に確認ずる 10 

2最適な場巧で使ラ 11 

3 Windows セツトアツプ 12 

4 使い終わった5 — Windows 7の場合一 24 

已使い終わった6 — Windows Vista の場合一 27 

6 使い終わった6 — Windows XP の場合— 30 

7 画面で見るマニュアル 34 

8 リカバリーメディアを作る 3已 

9 Windows XP を使用ずるにあたって 38 



使ぅ前に臟ずる 


1巧を開けた5まずはこれか S - 

■箱の中身の確認 ■ 

rdynabook **** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いの かにへ J を参照して、付属品びそろっているか、確認してく 
ださい。足りない物びある場合や、破損している物びある場合は、ま芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 

ま芝 PC あんしんサポート『東芝 PC サポートのご案内』 

g 巧ん■吿告 g 戸;^^ 

パソコン本体の裏面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されていることを確認してください。 
番号び違ラ場合や、不備びあった場合は、東芝 PC あんしんサポートにお問い含わせください。 

型番または製造番号の記載位置『取扱説明書』 


2ちれずに巧つてください 


■使用する前に ■ 

本製品を使用する前に、必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴー使巧許詰契約書』および『ソフトウェアに 
関するを意事項』を読んでください。 


■保罰書は大切に保管 ■ 

故障やトラブルが起こった場合、保証書びあれば保証期間中（保証期間については保証書を確認 
してください）は東芝の無償（無料）保守サービスげ受け5れます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管してください。 


玉 iij . 由曲 sswBS の a * ioi — ぶる正 g なご S 巧に石いて田*し? y * 
合.四の rswwsmj ' j に S じて，■占«3«株》す560で？. 


I * 石 HL 止け日のに ha な 




I叩I _酷：_I 

玉日*因円でめ宙旺じ ILW 句; R 由 S (上 K* 獨に g け R» 
の占？(皮田（田 IS 巧I sa 巧し去す （ILW につし1でな.巧に巧* 
の1!*5円：サポー的ご*6«_|5ご«<ださ州. 

* aooeais ax the top of mis s 白 c 口 on. this [ 

■ by me ILW from me da む 
1 paranthssis 

*» ■の再 R 巧れた!口 tt* し化がに X のこ S ■して <■— な A 
で田 SBg へ05■お■しし！:け曰.*肚巧 ass« ご!51の止.お SS に 
_ E， し CC ごい. 

I★。巧巧店 S- 圧吊.>14里》^ j 


ド.み3。1 
Shown in D 


IS produci IS 


■海列■保証を受けるには ■ 

海外で使巧するときは「海が保証（制限付)」 ( ILW:lnternational Limited Warranty ) により、ミ毎外の所定の地域で、保 
証書に記載の無料修理規定および制限事項-ミ主意事項の範囲内で修理ヴービスを利巧でさます。 

利巧方法、保証の詳細については『東た PC サポートのご案内』の記載内容および保証書に記載の無料修理規定を読んで、 
確認してください。 


■ Product Key は大切に保管 ■ 

本製品には、パソコン巧基本ソフト （ OS ) としてマイク□ソフト社製の Windows び用意されています。この Windows 
にそれぞれ割0当て5れている管理番号を 「Product Key 」 といいます。 

Product Key はパソコン本体に貼5れているラベルに印刷されています。 

このラベルは絶対になくさないようにしてください。再発行はできません。 

紛失した場合、マイク n ソフト社か5の保守サービスび受け5れな<なります。 
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^3 最適な場所でほぅ 

1/《ソコンに最適な原境とは - 

人間にとって住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにわ最適な環境です。 

次の点に注意して置き場所、使ラ場所を決めてください。 

• 安定した場所に置きましょラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちたり倒れた0するおそれびあり、故障やけびにつなびります。 

• 温度や湿度び高いところは避けましょラ。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

• 強い磁気を発するものの近くで使用しないでください。 

磁石はもちろん、スピーカー、テレビの近くは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットなどもパソコンを使用するとき 
ははずすようにしましょう。 

• 照明や曰光びあたる位置も考慮しましょラ。 

照明や曰光が直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づらくなります。 

• ラジオやテレビの近くで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障書を引さ起こずことがあ0ます。 

• 無線通信装置か5離してください。 

携帯電話ち無線通信装置の一種です。 

•パソコンの通風孔をふさびないように置きましょう。 

通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃がすためのものです。ふさぐと、パソコン本体内部び高温となるため、本来の 
性能を発揮でさない原因や故障の原因とな0ます。 


パソ n ン Q 準備—セットアップ— 
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Windows セットァップ 


初めて電源を入れたとをは、 Windows のセットアップを巧ラ必要びあ0ます。 

Windows のセットアップは、パソ]ンを使えるようにするために必要な操作です。 

セットアップには約10〜3日分かかります。 

作業を始める前に、付属の冊子『安むしてお使いいただくために』を必ず読んでください。特に電源コードや AC アダプ 
ターの取り扱いについて、ま意事項を守ってくださし、。 

セットアップをするときのを意 

■周辺機器は接続しないで < ださい ■ 

•セットアップは AC アダプターと電源コードのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、 プリンター、 マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しないでください。 

■途中で電源を切 S ないで<ださい ■ 

• セツトアップの途中で電源スイッチを押した0電源コードを抜くと、故障や起動できない原因にな0修理び必要となるこ 
とびあります。 


■操作は時間をあけないで<ださい ■ 

•セットアップ中にキー操作が必要な画面があ0ます。時間をあけないで操作を続けてください。 

3日分タッチパッドやキーを操作しなかった場合、画面に表示される内容び見えなくなる場合びありますび、故障で 
はありません。もう1度表示するには、を HIFT 1 キーを巧すか、タッチパッドをさわってください。 

( SHIFT ) キーやタッチパッドでは復帰せず、 Power LED び点滅または消灯している場含は、電源スイッチを押してくだ 
さい。 

■無線 LAN 機能をオンにしてください ■ 

• 無線 LAN 機能を搭載しているモデルの場合、 Windows セットアップを始める前にワイヤレスコミュニケーション LED 
び点灯していることを確認してください。 

ワイヤレスコミュニケーションスイッチび内蔵されているモデルは、ワイヤレスコミュニケーションスイッチび日 n 側に 
スライドされていることを確認してくださし、。 


本節では、 Windows 7のセットアップ、 Windows Vista のセットアップと Windows XP のセットアップち法を説明し 
ています。お使いの機種の状態に合わせて、該当する日 S の手順をご覧ください。 


)Windows 7 のセツトアツ 



電源コードと AC アダプターを接続し、電源を入れてください。接続方法は『取扱説明書』を参照してください。 
パソコンび起動したら、 [Windows のセットアッス画面び表示されます。 

£5 メモ— 

• [Windows のセットアッス画面び表示されるまで、しば5く時間びかかります。また、モデルによっては必要なアプ 
リケーシヨンをインス!-ールしている^ッセージ画面が表示される場含びありますび、この間に絶対に電源を切5ないよ 
ラにして < ださい。 

• Windows のセットアップび完了するまで、音量の調節はでさません。 

1 [国または地域]欄に「日本」と表示されていることをお認し、[巧へ]ボタンをク U ックする 


12 







3 Windows セットアップ 


役立つ操作集 


ク IJ ックとは？ 

タッチパッドに指をおいて、上下左ちに動かすと、指の動きに合わ 
せてディスプレイ上の「お」（ポインター）び動きます。 

目的の位置にポインターを合わせたあと、左ボタン（モデルによつ 左ボタン 

ては、ボタンの左側）を1回巧す操作を「クリック」といいます。 


タッチパッド 



ちボタン 


ユーヴー名とコンピューター名を入力する画面び表示されます。 

Windows 7では、複数のユーザーび1台のパソコンを別々に使用することびできまず。 

そのとき、使用するユーヴーによって違う環境で Windows を起動できるので、 Wind 日 WS 起動時にどのユーヴーび使 
用するのかを識別する必要びあります。そのために、複数のユーザーび使用する場合は、ユーヴーそれぞれを区別する 
ための名前を登録します。 

次の手順で入力するユーザー名は、管理者ユーヴーを登録するためのちのです。 

管理者ユーザーとは、複数のユーヴーでパソコンを使用する場合、全体を管理して、ほかのユーヴーに使用制限を設定 
したりできるユーザーです。 



パ 

ソ 

□ 

ン 

の 


1 


セ 

'ツ 

卜 

ア 

ジ 

プ 


2ユーザーの名前を入力ずる 

[ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理者ユーヴーの名前を入力してください。 

[ dynabookj と入力するときは、キーボードでと押します。 

■キーを押してち表示されないとさは 

キーを押してち文字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」び点滅しなびら表示されていることを確認してくださ 
し、。「 I 」はカーソルといい、表示されている位置か5艾字などを入力でをます。表示されていないとさは、[ユー 
ザー]欄をクリックしてください。 

■入力を間違えたときは 

•カーソルの左側の文字を削除ずる： （ BACKSPACE ) キーを押ず 
•カーソルのち側の文字を削除ずる： （ DE 。 キーを押す 
力ーソルを左ちに動かずには、©キーまたは卜)キー对甲しまず。 

ほかのユーヴーは、あとで登録でさます。 


3コンピューターの名前を入力ずる 

コンピューターに名前をつけるのは、使用するパソコンをほかのパソコンと区別するためです。ネットワークに接続す 
る場合は、必ず設定してください。 

[コンピューター名を入力してください]と書いてある下の欄に、半角英数字で任意の文字列を入力してください。 半角 
巧数字むがは使用しないでください。 またこのとき、同じネットワークに接続するコンピューターとは別の名前にして 
くださし、。 


4 [巧へ]ボタンをクリックずる 

[ユーザーアカウントのパスワードを設定します。]画面び表示されます。 


5パスワードを入力ずる 

[パスワードを入力してください]と書いてある下の欄に 、 Windows □グオンパスワードとして設定したい艾字を入 
力して < ださし、。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で127艾字まで設定でをますび、8艾字1^^(上で設定することをおすすめ 
します。英字の場合、大文字とル文字は区別されます。 

Windows □グオンパスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むこともできますび、セキュ U テイ上、設定する 
ことを強くおすすめします。 


入力した艾字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはできません。入力し間違えても画面では 
ねからないので、気をつけて入力してください。 


6パスワードをもう1度入力ずる 

[パスワードををう一度入力してください]と書いてある下の欄に、手順已で入力した Windows □グオンパスワード 
を、をラ1度入力してください。 
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7 バスワードのヒントを入力する 

設定した Windows □グオンバスワードを忘れてしまったときのために、ヒントを乂力しておいて、バスワード入力画 
面で表示させることびできまず。 

[バスワードのヒントの入力]と書いてある下の欄に、それを読めば自分だけはバスワードを思い出せるようなヒント 
を入力してください。 

8じ夕へ]ボタンをクリックずる 

[ライセンスま項をお読みになってください]画面び表示されます。 

9マイク□ソフトとま芝のライセンスを項の内容を確認し、それぞれの[ライセンスを項に同意します]の 
をにある□をクリックずる 

ライセンスま項に同意しないと、セットアップを続行することはでさず 、 Windows 7およびコンピューターを使用する 
ことはでさません。 

表示されているま項又の続きを表示ずるには、画面の右側にある ▼ ボタンをク I 」ックします。 

10 [次へ]ボタンをクリックずる 

[コンピューターの保護と Windows の機能向上び自動的に行われるよ引こ設定してくださし' 1 ] 画面び表示されまず。 

11[推奨設定を使用しまず]をクリックずる 

[曰付と時刻の設定の確認]画面び表おされまず。 

12日付と時刻を確認ずる 

コンピューターの内蔵時計の日付と時刻び合っているかどうか確認し、合っていない場合は、正しい内容に設定してく 
ださい。 

[タイムゾーン]は、欄のちにある▼をク U ックして、表示された地名から「大阪札幌、東尉をク U ックしてく 
ださい。 

年-月の左ちにあるイまたは ► をク U ックすると、月ごとに順に表示び切り誓わります。 

年-月を合わせてか5、下の該当する曰をク U ックしてください。 

時刻表示のちにある ▲ または ▼ をク U ックすると、順に数字び切0誓わ0ます。 

変更したい時/分/秒をク U ックしてか5 ▲ または ▼ をク U ックしてください。 

£5 メモ _ 

• 日付と時刻は Windows セットアップ終了後に設定することもできます。 

• 曰付と時刻び合っていないと、本製品に巧意されているウイルスチェックソフトなどの使用期限のあるアプリケーション 
では、アプ U ケーションの設定後か5適巧される使用期限などび、正しく計測されないことがあ0ます。そのため、この 
時点で、曰付と時刻び含っていることを必ず確認してください。 

曰付と時刻の設定 「 Windows のヘルプ」 

13 [次へ]ボタンをクリックずる 

無線 LAN モデルの場合、[ワイヤレスネットワークへの接続]画面び表示されます。 

無線 LAN 機能を使ったネットワークへの接続は、セットアップ完了後に行えるので、ここでは省略した場含について 
説明します。 

無線 LAN モデル];(外のモデルの場合は、手順]日に進んでください。 

14 [スキップ]ボタンをクリックずる 
15ユーザーの設定び準備される 

Windows セットアップび終了すると、コンピューター内にユーヴーの設定び用意されます。 

しば5 くお待ちください。 

Windows び起動します。 

• パソコンを起動するときに流れる Windows の起動音びまれに途切れる場合びありますび、故障ではありません。 
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3 Windows セツトアップ 


V 3 役立っ操作集 

曰付と時刻の確認 

曰付と時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。 

正しく設定されているかどラか確認してください。 

正しく設定されていない場合は 、 「Windows のへ ルスを確認して設定してください。 
v _ ソ 

I Windows 7でねか5ない操作びあつたとを _ 

Windows 7の使いかたについては、[スタート]ボタン （©) 一 [ヘルプとヴポート]をクリックして、 「 Windows の 
ヘルプ」を参照してください。 

Windows 7の最新情報は次のホームページか5確認できます。 

• Windows 7について 

URL : http :// www . microsoft . com / japan / windows / default.mspx 

I Windows セットアップが終了した5 _ 

Windows セットアップび終了した5、次の操作を巧っておくことをおすすめします。 

• Windows を最新の状態にする 

[Windows Update 」 で更新プ□グラムをインストールしてください。 
rwindows UpdateJ について rwind 日 ws のへ ルス 

• U カバリーメディアを作成ずる 

リカバリー^ディアでは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入の状態に復元（リカバリー）することげでさます。 

U カバ U - メディアの作成につして r 本章8 U カバ U - メディアを作る」 

なお、 U カバ I 」ーメディアを使って実際に U カバ U -を巧うときは、操作の流れをよくご確認ください。 

U カバ1」一について「3章買ったときの状態に戻すには」 

■ドメインに接続する_ 


* 7 Professional モテルの場合 

企業内など、ある1つにまとまったネットワークをドメインと呼びます。 

ここでは、本製品をドメインに接続する設定ち法を説明しまず。 

ドメインのユーヴー名やバスワードなど、詳しい設定ち法びわか5ない場合はネットワーク管理者にお問い合わせください。 

本製品を複数のユーヴーで使用してしぶ場合は Administrator と呼ばれる管理者のユーザーに切り替えてか5設定を行っ 
て < ださい。 

1[スタート]ボタン （©) 一 [コント□-ルバネル]をク U ックずる 

2 [ろ b システムとセキュ U ティ]をク U ックずる 

3 [システム]をクリックずる 

4 [システムの詳細設定]をクリックずる 

[システムのプ□パティ]画面び表示されます。 

5 [コンピューター名]タブで[変更]ボタンをクリックずる 

6 [ドメイン]をチェックしてか6接続ずるドメインの名前を入力し、[〇のボタンをク U ックする 
7 ドメインの[ユーザー名]と[バスワード]を入力し、 [0 K ] ボタンをクリックずる 

8 [0 K ] ボタンをク U ックずる 

9 [0 K ] ボタンをクリックずる 

バソコンを再起動してください。 
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パソ n ン Q 準備—セットアップ— 



Windows Vista の七: 



電源コードと AC アダプターを接続し、電源を入れてください。接続方法は『取扱説明書』を参照してください。 
パソコンび起動した5、 [ Windows のセットアッス画面び表示されます。 

ぶるメモ 

• [ Windows のセットアップ]画面び表示されるまで、しば5く時間びかかります。また、モデルによっては必要なアプ 
リケーシヨンをインス!-ールしている方ッセージ画面び表示される場合びありますび、この間に 絶対に電源を切目ないよ 
ラにして < ださい。 

• Windows のセットアップび完了するまで、音量の調節はできません。 

1[国または地域]欄に「日本」と表示されていることを確認し、[巧へ]ボタンをク U ックずる 


役立つ操作集 



[ライセンス条項をお読みになってください]画面び表示されます。 

2ライセンス条項の内容を確認し、[ライセンス条項に同意しまず]のちにある□をクリックずる 

ライセンス条項に同意しないと、セットアップを続行することはできず 、 Windows Vista を使用することはできませ 
Aj 。 

表示されている条項艾の続きを表示するには、画面のち側にある ▼ ボタンをク U ックします。 

3 [巧へ]ボタンをクリックずる 

[ユーヴー名と画像の選択]画面び表示されます。 

Windows Vista では、複数のユーヴーび1台のバソコンを別々に使用することびできます。 

そのとさ、使用ずるユーヴーによって違ラ環境で Windows を起動できるので、 Windows 起動時にどのユーヴーび巧 
用ずるのかを識別する必要びありまず。 そのために、 複数のユーヴーび使用ずる場合は、ユーヴーそれぞれを区別する 
ための名前を登録します。 

次の手順で入力するユーザー名は、管理者ユーヴーを登録するためのちのです。 

管理者ユーザーとは、複数のユーヴーでパソコンを使用する場合、全体を管理してほかのユーヴーの使用制限を設定し 
た0でさるユーヴーです。 

4ユーザーの名前を入力ずる 

[ユーヴー名を入力してください]と書いてある下の欄に、管理者ユーヴーの名前を入力してください。 

[ dynabookj と入力するときは、キーボードで担と押します。 

■キーを押してち表示されないとさは 

キーを巧しても文字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」び点滅しなび5表示されていることを確認してくださ 
し、「 I 」はカーソルといい、表示されている位置占、6又字などを入力でさます。表示されていないとさは、[ユー 
ヴー]欄をク I 」ックしてください。 

■入力を間違えたとさは 

•力ーソルの左側の文字を削除ずる： （ Backspace ) キーを巧ず 
•カーソルのち側の文字を削除ずる：己キーを巧す 
カーソルを左ちに動かずには、©キーまたは (3 キーを巧します。 

ほかのユーヴーは、あとで登録でさます。 
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3 Windows セツ ト アップ 


5 パスワードを入力ずる 

[パスワードを入力して < ださい]と書いてある下の欄に 、 Windows □グオンパスワードとして設定したい艾字を入 
力して < ださし、。 

Windows □グオンパスワードは半角英数字で127艾字まで設定できますび、8艾字 L 处上で設定することをおすすめ 
します。英字の場合、大艾字とル艾宇は区別されます。 

Windows □グオンパスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むこともできますび、セキュ U ティ上、設定する 
ことを強くおすすめしまず。 

入力した艾字は「♦♦♦♦♦」で表示されるため、画面を見て確認することはできません。入力し間違えても画面では 
わか5ないので、気をつけて入力してください。 

Windows □グオンパスワードを入力すると、すぐ下に[パスワードをわう一度入力してください]という入力欄げ表 
示されます。 

6 パスワードをもう1度入力ずる 

[パスワードをもう一度入力してください]と書いてある下の欄に、手順已で入力した Windows □グオンパスワード 
を、わラ1度入力してください。 

7 パスワードのヒントを入力ずる 

設定した Windows □グオンパスワードを忘れてしまったときのために、ヒントを入力しておいて、パスワード入力画 
面で表示させることができます。 

[パスワードのヒントを入力してください]と書いてある下の欄に、それを読めば自分だけはパスワードを思い出せる 
よラなヒントを入力してください。 

8 使いたい画像をクリックずる 

どの ユー ヴーであるのかを示すために、 ユー ヴー名のほかに画儘を登録することもでをます。 

画面下部の画像群か5、使いたい画憬をク U ックしてくださし、。 

9 [次へ]ボタンをクリックずる 

[コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を選択してください。]画面び表示されます。 

1〇コンピューターのを前を入力ずる 

コンピューターに名前をつけるのは、使用するパソコンをほかのパソコンと区別するためです。ネットワークに接続す 
る場合は、必ず設定してください。 

[コンピュータ名を入力してください]と書いてある下の欄に、半角英数字で任意の艾字列を入力してください。 半角 
巧数字 1 U 列は使用しないでください。 またこのとき、同じネットワークに接続するコンピューターとは別の名前にして 
<ださし、。 

11背景にしたい画像をクリックずる 

パソコンの画面（デスクトップといいます）の背景を設定します。 

画面下部の画像群か5、使いたい画儘をク U ックしてくださし、。 

ク U ックすると、選択した画憬び実際の背景に表示されます。 

12 [次へ]ボタンをクリックずる 

[ Windows を自動的に保護するよう設定してください]画面び表示されます。 

13 雌奨設定を使用しまず]をクリックずる 

[時刻と曰付の設定の確認]画面び表示されます。 



パソ n ンの準備—セットアップ— 
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14 時刻と日付を確認ずる 

コンピューターの内蔵時計の時刻と日付び合っているかどうか確認し、合っていない場をは、正しい内容に設定してく 
ださい。 

[タイムゾーン]は、欄のちにある▼をク U ックして、表示された地名から「大阪、札幌、東尉をク U ックしてく 
ださい。 

年-月の左ちにあるイまたは ► をク U ックすると、月ごとに順に表示び切り誓わります。 

年-月を合わせてか5、下の該当する曰をク U ックしてください。 

時刻表示のちにある ▲ または ▼ をク U ックすると、順に数字び切0誓わります。 

変更したい時/分/秒をク U ックしてから ▲ または ▼ をク U ックしてください。 

拉メモ 

• 時刻と日付は Windows セットアップ終了後に設定することもできます。 

• 時刻と日付び合っていないと、本製品に巧意されているウイルスチェックソフトなどの使用期限のあるアプリケーション 
では、アプ U ケーションの設定後か5適巧される使用期限などげ、正しく計測されないことびあ0ます。そのため、この 
時点で、時刻と日付び含っていることを必ず確認してください。 

時刻と曰付の設定 「 Windows のヘルプ」 

15 [次へ]ボタンをクリックずる 

[ありびとラございます]画面び表示されます。 

16 [開始]ボタンをクリックずる 

Windows セットアップび終了すると、コンピューターのパフォーマンスを確認する画面び表示されます。 

ぶ3 メモ 

• パソコンを起動するときに流れる Windows の起動音びまれに途切れる場合びありますび、故障ではありません。 

V 3 役立っ操作集 

時刻と曰付の確認 

時刻は、画面ち下の[通巧領域]に表示されています。日付は、時刻表示部分にポインターを合わせると表示されま 
す。正しく設定されているかどうか確認してください。 

正しく設定されていない場合は 、 「Windows のへ ルスを確認して設定してください。 

V _ J 


画 Windows Vista でわか5ない操作びあつたとを _ 

Windows Vista の巧いかたについては、[スタート]ボタン（@)一 [ヘルプとサポート]をク U ックして、 
「 Windows のヘルプ」を参照してください。 

Windows Vista の最新情報は次のホームぺージか6確認できます。 

• Windows Vista につし、て 

URL : http :// www . micr 日 soft . com / japan / wind 日 wsvista / 
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3 Windows セツトアップ 


Windows セッ ト アップが終了しに己 _ 

Windows セットアップび終了した5、次の操作を巧っておくことをおすすめします。 

• Windows を最新の状態にする 

[Windows Update 」 で更新プ□グラムをインストールしてください。 

[Windows UpdateJ について 「 Wind 日 ws のへルス 

• HDDU カバリー機能搭載モデルでは、 U カバリーディスクを作成する 

U カバ U —ディスクでは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入の状態に復元（リカバリー）することびでさます。 

U カバ U —ディスクの作成について r 本章8 U カバ u -；< ディアを作る」 

なお、リカバ U - ディスクを使って実際にリカバリーを行うときは、操作の流れをよくご確認ください。 

U カバ U - について「3章買ったときの状態に戻すには」 

I ドメインに接続する _ 

安 Vista 日 usiness モデルの場合 

企業内など、ある]つにまとまったネットワークをドメインと呼びます。 

ここでは、本製品をドメインに接続する設定方法を説明します。 

ド^インのユーヴー名やパスワードなど、詳しい設定ちまびわからない場合はネットワーク管理者にお問い合わせください。 
本製品を複数のユーヴーで使巧している場合は Administrator と呼ばれる管理者のユーヴーに切り醬えてか5設定を行っ 
て < ださい。 

1[スター ト] ボタン（@)一 [コント□-ルバネル]をク U ックずる 

2 [システムとメンテナンス]をク U ックずる 

3 [システム]をクリックずる 

4 [設定と変更]をクリックずる 

[システムのプ□バティ]画面び表示されます。 

5 [コンピュータ名]タブで[変更]ボタンをクリックずる 

6 [ドメイン]のをにある〇をクリックしてか日接続ずるドメインの名前を入力し、 [0K] ボタンをクリッ 
クずる 

7 ドメインの[ユーザー名]と[バスワード]を入力し、 [0K] ボタンをクリックずる 

8 [0K] ボタンをクリックずる 

9 [0K] ボタンをクリックずる 

パソコンをち起動してください。 



パソ n ンの準備—セットアップ— 
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Windows XP のセ： 



電源コードと AC アダプターを接続し、電源を入れてください。 

接続方法は『取扱説明書』を参照してください。 

パソ]ンび起動した5、 [ Micros 日 ft Windows へようこそ]画面び表示され、音楽び流れます。 

ぶすメモ 

• [Microsoft Wind 日 WS へようこそ]画面び表示されるまでの間に、モデルによっては必要なアプ U ケーシヨンをインス 
トールしているメッセージ画面が表示される場含びありますび、この間に 艳巧に電源を切5ないよラにしてください。 

• Windows のセットアップび完了するまで、音量の調節はできません。 

1じ欠へ]ボタンをクリックずる 

画面ち下の@ボタンをク U ックするかをで)キーを押すと、 Windows セットアップのヘルプび表示されます。 

[使用許諾契約]画面び表示されます。 


役立つ操作集 



2 [使用許諾契約]の内容を確認して[同意しまず]の左にある〇をクリックし、[次へ]ボタンをクリック 
ずる 

契約に同意しなければ、セットアップを続行することはできず 、 Windows XP を使用することはできません。 

▼ I ボタンをク U ックすると契約書の続きを表示できまず。 

[コンピュータを保護してください]画面び表示されます。 

3 [自動更新を有効にし、コンピュータの保護に役立てまず]の左にある〇をクリックし、[次へ]ボタンを 
クリックずる 

[コンピュータに名前を付けてください]画面び表示されます。 

4 [このコンピュータの名前]にコンピューター名を入力し、[次へ]ボタンをクリックずる 

半角英数字で任意の艾字列を入力してください。 半角巧数字むがは使用しないでください。 このとを、同じネットワー 
クに接続するコンピュー ターとは別の名前にしてください。 企業で本製品を使巧する場をは、ネットワーク管理者に問 
い合わせてください。 

XP H 曰 me モデルの場含は、[インターネットに接続するち法を指定してください。]画面び表示されます。手順8へ 
進んでくださし、。 

XP Pro モデルの場合は、[管理ちパスワードを設定してください]画面び表示されます。 

5 [營理ちパスワード]と[パスワードの確認入力]にパスワードを入力ずる 

Administrat 日「と呼ばれる管理者の ユー ヴーアカウントのパスワ ー ドを設定します。管理者の ユー ヴーアカウントで 
は、コンピューターにフルアクセスでさます。 

パスワードには、半角の英数艾字および記号を使用することがでさます。パスワードは大艾字とル文字び区別されます 
のでま意してください。例えば 「 PASSW 日 R 日」と 「 password 」 は別のパスワードとして識別されます。 

[管理者パスワード]欄での入力後、订 A 目1キーを巧すと「 I 」び[パスワードの確認入力]欄に移動します。「 I 」は 
カーソルといい、表示されている位置か5で字などを入力できます。 
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3 Windows セツトアップ 


6 [次へ]ボタンをクリックずる 

[このコンピュータをド方インに参加させますか？]画面び表示されます。 

ドインの設定は、セットアップ完了後に巧えますので、ここでは省略した場合について説明します。 

7 [いいえ、このコンピュータをドメインのメンバにしません]の左にある〇をクリックし、[次へ]ボタン 
をクリックずる 

[インターネットに接続する方法を指定してください。]画面び表示されます。[インターネットに接続する方法を指定 
してください。]画面ではなく [インターネット接続び選択されませんでした]画面び表示されることわあります。 
画面び表示される前に、[インターネット接続を確認しています]画面げ表示されることびあ0ます。そのまま次の画 
面び表示されるのをお待ちくださし、。 

インターネット接続の設定は、セットアップ完了後に巧えるので、ここでは省略した場をについて説明します。 

8 [省略]ボタンをクリックずる 

[インターネット接続び選択されませんでした]画面び表示された場合も、[省略]ボタンをク U ックしてください。 
[ Microsoft にユーヴー登録する準備はできましたか？]画面び表示されます。 

マイク□ソフト社へのユーヴー登録は、市販の Windows XP を購入された場合のみ必要ですので、ここでは省略した 
場含について説明します。 

9 [いいえ、今回はユーザー登録しません]の左にある〇をクリックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[このコンピュータを使ラユーヴーを指定してください]画面び表示されます。 

10 [ユーザー 1] 欄に使ラ人の名前を入力ずる 

[ユーヴ ー1] 欄にポインターを含わせてクリックすると、「 I 」（カーソル）び点滅します。 

Windows XP では複数のユーヴーを設定し、それぞれのユーヴーごとに別々の環境を構築できますび、ここでは1人 
の名前だけ入力した場合について説明します。 

ぶ：：^夕 f □ーマ字入力で入力する場合 

♦半角英数字で rdynabookj と入力したいときは、はじめにキーボードの (¥7^ キーを押して、日本語入カシステム 
Microsoft IME の日本語入カモードをオフにしてから、 ©@ fN )@® f 01 巧)®と押します。 

キーを押しても艾字び表示されない場合は、[ユーヴー]欄に「 I 」（カーソル）び表示され点滅していることを確認して 
ください。表示されていないときは、[ユーヴー]欄をク U ックしてください。 

文字の入力を間違えた5、を ACKSPACE ) キーを押して入カミスした艾字を削除します。 


11[次へ]ボタンをクリックずる 

職定び完了しました]画面び表示されます。 

12 [完了]ボタンをクリックずる 

Windows のセットアップび終了するとパソコンび自動的に再起動します。 

役立つ操作集 

曰付と時刻の設定 

購入後初めてセットアップを終えたあとは、次の手順で日付と時刻ををわせてください。 

曰付と時刻び合っていないと、本製品に用意されているウイルスチェックソフトなどの使用期限びあるアプリケーション 
では、アプ U ケーションの設定後か 5 適用される使用期限などび、正しく計測されないことがあ 0 ます。そのため、曰 
付と時刻は必ず合わせてください。 

①[スタート]ボタンをク U ックし、表示されたメニューか5 [コント□ールパネル]をク U ックする 
③ [ jf 日付、時刻、地域と言語のオプション]をクリックする 
日付と時刻]をク U ックする 
[曰付と時刻のプ□パティ]画面び表示されます。 

® [日付]欄の A または < をクリックして年号を合わせる 
©[日付]欄の V をク U ックして月を合わせる 
愈[曰付]欄のカレンダーで曰をクリックずる 
⑩[時刻]欄の A または*をクリックして時刻を合わせる 
変更する時/分/秒をクリックしてか 5、 A または < をク U ックします。 

® に K ] ボタンをクリックずる 

時刻は、画面ち下の[通知領域]に表示されています。日付は、時刻表示部分にポインターををわせるとしば5くし 
て表示されます。正しく設定されているかどラか確認してください。 

V J 
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I Windows XP でねか 5 ない操作びあつたとを _ 

Windows XP の使いかたについては、[スタート]一[ヘルプとヴポート]をク U ックして、『ヘルプとサポートセン 
ター』を参照してくださし、。 

Windows XP の最新情報やアップデートの情報は次のホームページか5確認できます。 

• Windows XP について 

URL : http :// www . microsoft . com / japan / winclowsxp / 

• Windows XP のアップデート 

URL : http :// winciowsupclate . microsoft . com / 

1 Windows セットアップび終了した5 _ 

Windows セットアップげ終了したら、次の操作を巧っておくことをおすすめします。 

• Windows を最新の状態にする 

[Windows Update 」 で更新プ□グラムをインストールしてください。 

「 Wind 日 WS Update 」 について 「 Windows のへルス 

I ドメインに接続する _ 

を XP Pro モデルのみ 

企業内など、ある]つにまとまったネットワークをド^インと呼びます。 

ここでは、本製品をドメインに参加させる方法を説明します。 

ドインのユーヴー名やパスワードなど、詳しい設定ち法びわか5ない場合はネットワーク管理者にお問い合わせください。 
本製品を複数のユーヴーで使巧している場合は Administrator と呼ばれる管理をのユーヴーに切り誓えてから設定を行っ 
て < ださい。 

1[スタート]一[コント□ールパネル]をクリックずる 

2 [3 パフォーマンスとメンテナンス]をクリックずる 

3 [コンピュータの基本的な情報を表示ず别をクリックずる 

[システムのプ□パティ]画面げ表示されます。 

4 [コンピュータ名]タブで[変更]ボタンをクリックずる 

5 [ドメイン]の左にある〇をクリックしてか6接続ずるドメインの名前を入力し、 [0K] ボタンをクリッ 
クずる 

6ドメインの[ユーザー名]と[パスワード]を入力し、にのボタンをクリックずる 

7 [0K] ボタンをクリックずる 

8 [0K] ボタンをクリックずる 

パソコンを再起動してください。 


④ r まち ヴー ビスステーシヨン J について 


* 東芝ヴービスステーション搭載モデルのみ 

「東芝サービスステーション」は、ソフトウエアのアップデートや重要なお知5せを自動的に提イ共ずるためのソフトウエア 
です。 

このソフトウエアは動作に必要な機器の識別情報などを当社のサーバーへ送信します。 

使巧できるよラに設定する前に、詳しい内容を説明した使用許諾書び表示されますので、よくお読みください。 



• 「東芝サービスステーション」を使用するには、インターネットに接続でさる環境び必要です。 

• 「東芝サービスステーション」は、本製品に用意されているアプ U ケーション、ユーティリティ、ドライバーや目 I 日 S の 
うち、一部についてアップデートをお知5せします。 「 dynat 300 k . com」、「Microsoft Update 」 などのサイトにアクセ 
スし、よくあるご質問 （ FAQ ) やウイルス•セキュ U テイ情報などとあわせてご利用ください。 
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3 Windows セットアップ 


インス I ル方;'去 _ 

* インス!ルされていないモデルのみ 

「東芝サービスステーション」は、晴入時の状態ではインス!-ールされていません。巧の手順でインストールしてください。 

1[スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再インス!ル]をク 
リックずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [ま泛ユーティリティ]タブをクリックずる 

4画面ち側の [TOSH 旧 A Service S ね tion] または[ま忌サービスステーション]をク U ックし、[棟 
泛サービスステーション」のセットアップ]をクリックずる 

5画面の指示に従ってインス!ルずる 

[ファイルのダウン□-ド]画面び表おされた場合は、度行]ボタンをク U ックしてください。 

I 設定方法 _ 

「東芝サービスステーション」を使用でをるよ5に設定する方法は、次のとおりです。 

1バソコン起動後、しば6くしてか S 通知領域に表示されるメッセージを確認する 

メッセージ r 東芝から重要なお知らせびあります。ココを確認してください。」び表示されるので、このメッセージを 
確認してください。 

または、[スタート]ボタン（@)—[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] -[ユーティ1」ティ]—[サービス 
ステーション]をク1」ックしてください。 

巧めて起動したときは、本ソフトウェアに関する詳しい説日月（使用許諾書）び表示されまず。 

2内容を確認し、[同意ずる]ボタンをクリックずる 

S 云ヴービスステーシ3ン 

I おサイスステーン主/席おち含 I 

tt ミサーりステーシむのこ利用じがけて - 

ホソフ K ) i 巧3、ち客徐の]ンむ-$-じ当化:わてフレ(ンスト巧れたリフトり王アのアクフ I ミ i 
デ - h ホるいにわぎホ D ] ンむ-タイヴ巧る当れけらのホ切姊巧らせを自れ问こなま’ 

す刘 I お化しまホ巧財なミでは3旧こけ巧!ま5巧 t ホ?。«ま酬は当巧のサづ卜 
からの巧モ1こがで55れる《さがありますじの側が有妨こむりますと.本の阳 I アは、上 
记巧巧•かこモデルる、お#.巧器巧則さをリリの).言語‘苗が、おち#を、 PC 巧入活の居 
>肋护1用！脱日巧、0幼;トジむ、巧フデ — K 大切なわ知ら巧のを示な巧、アゥフデ-卜の 
が7ン日-ド后&の乃‘-卜のンスト-ル面ちが’のシステムじおするを本'苗班を、当れの 
サ-バじさ情します•本ゾ7卜かアにがお g 揉如团人’ IS 節を巧をにリ课巧な (J 
がませんルミ玄おち读き巧が呆ず巧!がどにより当は 1 こ6客括巧巧をこ巧换〇をなの々 
«を(ご J 、 当ながわミ横 A 大切なが阳せをが0するぶ S があ满されサイスサボ-卜の 
司上のたのこ-それらの苗扣ヒおをする巧さびがます，けぶ 

システムが防巧的り巧い I こいて： 

おけの H -"— ir # (ミタれも-り.たが,3子 MS 扣口. 口一わ子ィ、，けがむ巧的打 + t ボ ー MS 冷卜.’ 

I [间き3る I ] しまはん I 

I 日ほじ再 S まモ L > S す I 

使用許諾書に同意すると、降はソフトウェアのアップデートや当社か5のお知5せを検出する機能げ、パソコンを起 
動ずると自動的に動作します。 

1使用方ま_ 


■ソフトウェアのアップデートがある場合 ■ 

本製品に巧意されているアプリケーション、ユーティリティ、ドライバーや BI 日 S にアップデートびあることを検知する 
と、><ッセージ rx 件の新しいソフトウェアのアップデート（更新）びあります。」び表示されます。 

^ッセージを確認し、画面の指示に従って操作してくださし、。 

■本製品に対するお知5せびある場合 ■ 

本製品に対する当社か5のお知らせび準備されたことを検出すると、メッセージ rx 件の新しいお知5せびあ0ます。」び 
表示されます。 

^ッセージを確認し、画面の指示に従って操作してくださし、。 

手動で、ソフトウェアのアップデート、またはお知らせを確認したい場合は、[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ 
□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティリティ]一[サービスステーション]をク U ックし、[すべてのアップデートを 
確認]ボタンをク U ックしてください。 
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巧い終わった 6 — Windows 7の場合— 


パソコンを使い終わったとさ、電源を完全に切る「シャットダウン」を巧ってください。中断するとさは、それまでの作業 
をメモ U に保存して一時的に中断する「スリープ」といラちまがあ0ます。 


A 警告 


• 電子機器の使巧び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場合は、無線機能を無効に設 
定した上で、パソコンの電源を切ってください。他の機器に影響を与えることびあります。 

-無線磯能は、機種によってワイヤレスコミュニケーションスイッチまたは目 I 日 S セットアップで無効にすることげ 
できます。ワイヤレスコミュニケーションスイッチまたは BI 日 S セットアップで無線機能を無効に設定し、ワイヤ 
レスコミュニケーション LED び消灯しているのを確認してくださし、。 

•ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に動作することびあるため、飛行を巧げたり、他のシステムに影響を 
及ぼしたりすることびあ0ます。 

-電源を切った状態でわパソコンび自動的に動作するよラな設定のソフトウエアの場含は、あらかじめ設定を無効に 
(解除）して< ださし、。 


①電源を切る 


パソコンを使わないとさは、ス U —プではなく電源を切って<ださし、。 

間違った操作を行ラと、故障した0大切なデータを失ラおそれびあ0ます。 

電源を切る前に 

• 必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

• 起動中のアプリケーションは終了してください。 

• Disk LED . ディスクトレイ LED 、 またはメディアの LED び点巧中は、電源を切5ないでください。データび消失する 
おそれびあ0ます。 


電源を切るには、次のよラに操作してください。 

1[スタート]ボタンをクリックずる 

圖枝：^な 

2 [シャットダウン]をクリックずる 


1 > すべてのプログラム 


1プ□グラムとフアイ,しめ巧ち P] 

11 ーホ •liriirr* 1 

1 ' - ’ 

留 田 — 


Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 

パソコン本体の電源げ切れると 、 Power LED び消灯します。 

電源を切ったあとは 

•パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切ってください。 
• ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障する場合びあります。 
•パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因とな0ます。 














4 使い終ねつた 5 - Windows 7 の場合- 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう1度起動することを「再起動」といいます。パソコンの設定を変えたときやパソコ 
ンびスムーズに動かなくなってしまったとをなどに行います。 

再起動するには、次のよラに操作してください。 

① [スタート]ポタン（@)をクリックし、 g をクリックずる 
⑤ 表示をれたメニューか 5 [再起動]をクリックずる 


( D スリープにする 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「スリープ」にしましょう。ス U - プ機能は、次に電源スイッチを押したと 
きに素早く中断したときの状態を再現する ことび でさます。その場合ス U —プ中でもバッテ U —を消耗しますので、 AC ア 
ダプターを取0付けておくことを推奨します。 

スリープには、通常のス U —プのほかに「八イブリッドスリーブ」という機能わあります。作業を中断している間にバッ 
テリーの残量げかな<なった場合などは、通常のス U —プでは保存されていないデータは消失します。八イブ U ッドス 
U —プを有効にすると、データは保持されます。 

八イブ U ッドス U - プ「本項2ス U - プ機能を強化する」 

なお数曰！;(上使巧しないときや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場含（メモ U の取0付け/取りはずし 
や、バッテ U - パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U —プではなく、必ず電源を切ってください。 


ス y - プの実行方法 


[スタート]ボタンをクリックずる 


固【任 


山 A 


m 


2 ® ボタンをクリックし①、表示されたメニューか6 [スリープ]ボタンをクリックずる⑤ 


すべてのプロクラム 


[^プ□クラムとファ- 


mm 

•化が ' I 円し 


-① 

-③ 


聞巧 


巧 


2スリープ機能を強化する 

Windows 7には、通常のス U - プのほかに「八イブリッドス U — プ」といラ機能び用意されています。 

パソコンの使用を中断したとさ、それまでの作業を;<モリに保をするス U —プに対して、八イブリッドス U —プは^モ U 
とノ V - ドディスクの両方に保をします。 

作業を中断している間にバッテ U - の残量びかなくなった場合などは、通常のス U - プでは保存されていないデータは消失 
します。八イブ U ッドス U - プを有効にしておくと、八ードディスクから作業内容を復元できます。 

八イブ U ッドスリープを有効にしている状態でスリープを実巧すると、八イブ U ッドス U - プとして機能します。 

またスリープを実行してか5—定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラにも設定でさます。 

休止状態 「Windows のへ ルス 

八イブ U ッドスリープを有効にするには、次の手順で設定してください。 

1 [スタート]ボタン（@)一 [コント□ールパネル]をクリックずる 

2 [八ードウてアとサウンド]^ [電源オプション]^選択している電源プランの[プラン設定の変更]を 
クリックずる 

[プラン設定の変更]は、各電源プランのち端に表示されています。選択している電源プランのち端に表示されている 
[プラン設定の変更]をクリックしてくださし、。 

八イブ U ッドスリープの設定は、電源プランごとに必要です。 

[プラン設定の編集]画面び表示されます。 

3 [詳細な電源設定の変更]をクリックずる 

[詳細設定]画面び表示されます。 
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4 [スリープ]をダブルクリックし ①、 表示される項目か S レ\イブリツドスリープを許可ずる]をダブル 
ク U ックずる ⑤ 



5 ハイブリッドスリープを有効にしたい状態をクリックずる 

それぞれの項目は、次のよ5にな0ます。 

[バッテ U 駆動]:バッテ I 」一駆動時に八イブ I 」ッドス IJ — プ機能を有効にしにい場合 
[電源に接続]:電源に接続してるときに八イブ IJ ッドス I 」ープ機能をち効にしたい場合 

6 項目の横に表示された：をク U ックし①、表示されたメニューか日[オン]をクリックずる⑤ 



7 [0 K ] ボタンをクリックずる 

これでノ V イブ1」ッドス IJ ープを有効にする設をは完了です。 

この状態でス1」ープを実行すると、ハイブリッドス1」ープとして機能します。 

役立つ操作集 

一定時間の経過後、休止状態にずる 

ス U —プを実行してか5—定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラ設定できます。 

[詳細設定]画面で[次の時間が経過後休止状態にする]をダブルクリックし、表示された項目を選おして▲▼で時間 
を設定してください。 

ス U —プを実行してか5設定した時間が経過ずると、自動的に休止状態に移行します。 

休止状態 「Windows のへ ルス 
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軌、終ねった 5 - Windows Vista の場さ- 

パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモリに保存して一時的に中断するちま 
びあります。この機能を、「スリープ」と呼びまず。 

スリープ機能は、次に電源スイッチを押したときに素早く中断したときの状態を再現することびできます。その場合ス U — 
プ中でもバッテリーを消属しますので、 AC アダプターを取り付けておくことを推奨します。 

なお数曰凹上使巧しないときや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（メモ U の取 0 付け/取りはずし 
や、バッテ U - パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - プではなく、必ず電源を切ってください。 


A 警告 


• 電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場合は、無線機能を無効に設 
定した上で、パソコンの電源を切ってください。他の機器に影響をちえることびあります。 

-無線機能は、機種によってワイヤレスコミュニケーションスイッチまたは目 I 日 S セットアップで無効にすることび 
できます。ワイヤレスコミュニケーションスイッチまたは BI 日 S セットアップで無線機能を無効に設定し、ワイヤ 
レスコミュニケーション LED び消灯しているのを確認してくださし、。 

•ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に動作することびあるため、飛行を巧げたり、他のシステムに影響を 
及ぼした0することびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に動作するよラな設定のソフトウエアの場をは、あ5かじめ設定を無効に 
(解除）してくださし、。 



パ 

ソ 

□ 

ン 

の 


1 


セ 

'ツ 

卜 

ア 

ジ 

プ 


①スリープにする 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「スリーブ」にしましょう。スリーブには、通常のス U —プのほかに r 八イ 
ブリッドスリーブ」という機能わあります。作業を中断している間にバッテリーの残量びかなくなった場をなどは、通常 
のス U —プでは保存されていないデータは消失します。八イブ I 」ッドス U —プを有効にすると、データび保持されます。 

八イブ U ッドスリーブ「本項2ス U —プ機能を強化する」 

1ス y - プの実巧方ミ去 

1[スタート]ボタンをクリックずる 
2 [電源]ボタンをクリックずる 
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2 スリープ機能を強化する 

Windows Vista には、通常のスリープのほかに「八イブ U ツドス U - プ」という機能び巧意されています。 

パソコンの使用を中断したとを、それまでの作業を方モリに保をするス U —プに対して、八イブ I 」ツドス U —プは^モ U 
と八ードディスクの両方に保をします。 

作業を中断している間にバツテ U —の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プでは保をされていないデータは消失 
します。八イブ U ツドス U —プを有効にしておくと、八ードディスクから作業内容を復元できます。 

八イブリツドスリープを有効にしている状態でスリープを実行すると、八イブ U ツドスリープとして機能します。 

またス U — プを実行してか5—定時間が経過すると、自動的に休止状態に移行するようにも設定できます。 

休止状態 「Windows のへ ルス 


八イブリッドス U —プを有効にするには、次の手順で設定してください。 

1[スタート]ボタン（@)一 [コント□ールパネル]をクリックずる 

2 [バッテリ設定の変更]^選択している電源プランの[プラン設定の変更]をクリックずる 

[プラン設定の変更]は、香電源プランの下に表示されています。選択している電源プランの下に表示されている[プ 
ラン設定の変更]をクリックしてくださし、。 

八イブ U ッドスリープの設定は、電源プランごとに必要です。 

[プラン設定の編集]画面び表示されます。 

3 [詳細な電源設定の変更]をクリックずる 

[詳細設定]画面び表示されます。 

4 [スリープ]をダブルクリックし①、表示される項目か 6 [八イブリツドスリープを許可ずる]をダブル 
クリックずる⑤ 


夕 


りスタマイスす S ■■ブラン Si ■巧レて占々、右 g いの 
コンピユータで呈 g を居 g ずるち法を反映している巧ち 
«道巧レて<ださぃ. 


* ii な tl 田でホな:し1巧でのち -P 


ランス[アクティブ] g 

正 VX.XX 
ぶ 

，ヴプタの 


P (1 ゾ hi -* で. 

EZb 


hiffciSrijJklUiiSj-jI- 


C ブランの故*ぉ T5CS) J 
□ 「否。面—！ •用矿 


① 

(D 


5八イブリッドスリープを有効にしたい状態をクリックずる 

それぞれの項目は、次のよラにな0ます。 

[バッテ U 駆動]:バッテ U —駆動時に八イブ U ッドスリープ機能を有効にしたい場合 
廣源に接続]:電源に接続してるときに八イブ U ッドス U - プ機能を有効にしたい場合 

6項目の横に表示され たこを クリックし①、表示されたメニューか 6 [オン]をクリックずる③ 


① 

(D 


7 [0K] ボタンをクリックずる 

これで八イブ U ッドス I 」ープを有効にする設定は完了です。 

この状態でス U —プを実行すると、ハイブリッドス U —プとして機能します。 


W りスタマイブプ5ン■巧してかもお g いの 
9 コンピユータで电 g を居 g ずるちるを反«している苗ち 
$道巧レてくだ5い. 

5 g i 冉モI用でホむ し 1苗すの否 -P 
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已使い終わつた 5 - Windows Vista の場合- 


Vf 5 役立つ操作集 

f N 

一定時間の経過後、休止状態にする 

ス U —プを実行してか5—定時間び経過すると、自動的に休止状態に移行するよラ設定できます。 

[詳細設定]画面で[次の時間び経過後休止状態にする]をダブルク U ックし、表示された項目を選択して▲▼で時間 
を設定してください。 

ス U —プを実行してか5設定した時間げ経過すると、自動的に休止状態に移巧します。 

休止状態 「 Wind 日 WS のへ ルス 

V _ ノ 


( D 電源を切る 


数曰！; LL パソコンを使わないときは、ス U - プではなく電源を切ってください。 

間違った操作を行ラと、故障した0大切なデータを失ラおそれびあ0ます。 

電源を切る前に 

• 必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

• 起動中のアプ U ケーションは終了してください。 

• Disk LED . ディスクトレイ LED 、 または六ディアの LED び点灯中は、電源を切5ないでください。データび消失する 
おそれびあ0ます。 


電源を切るには、次のよラに操作してください。 

1[スタート]ボタンをクリックずる 




2 0ボタンをク U ックし①、表示されたメニューか S [シャットダウン]をク U ックする② 



Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると 、 Power LED び消灯します。 


電源を切ったあとは 

•パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切ってください。 
• ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障する場合びあります。 
•パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 



■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう1度起動することを「再起動」といいます。パソコンの設定を変えたときやパソコ 
ンびスムーズに動かなくなってしまったとをなどに行います。 

再起動するには、電源を切る操作の手順2で、[再起動]をク U ックしてください。 


パソ nAQ 準備—セツト「ノツプ— 















巧い終わった 6 


- Windows XP の場合一 


①電源を切る 


電源を切る手順を覚えましょラ。 

間違った操作を行ラと、故障した0大切なデータを失ラおそれびあ0ます。 

電源を切る前に 

• 必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

• 起動中のアプリケーションは終了してください。 

• Disk LED . ディスクトレイ LED 、 またはメディアの LED び点巧中は、電源を切らないでください。データび消失する 
おそれびあ0ます。 


1[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリックずる③ 



XP pro モデルでドイン参加している場合、[終了オプション] 
は[シャットダウン]と表示されます。 


[コンピュータの電源を切る]画面び表示されます。 


2 [電源を切る]をクリックずる 



XP pro モデルでドメイン参加している場合は、 [ Windows のシャットダウン]画面で V ボタンをク1」ックし⑦、 
[シャットダウン]を選択し③、のロボタンをク U ックしてください。 

ドメインについて 「 Windows のへルス] 



Windows を終了したあと、パソコン本体の電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると 、 Power LED び消巧します。 


電源を切ったあとは 

•パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切ってください。 
• ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障する場合びあります。 
•パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因とな0ます。 
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6 使い終ねつた 5 - Windows XP の場合- 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう1度起動することを「再起動」といいます。パソコンの設定を変えたときやパソコ 
ンびスムーズに動かなくなってしまったとをなどに行います。 

再起動するには、電源を切る操作の手順2で、[再起動]をク U ックしてください。 


( D スタンバイ/化止が態 


パソコンの使用を一時的に中断したいとさ、スタンバイまたは休止状態にすると、パソコンの使巧を中断したとさの状態び 
保をされます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを押す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断したとさの状態び再現されます。 


A 警告 


• 電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場合は、無線機能を無効に設 
定した上で、パソコンの電源を切ってください。他の機器に影響をちえることびあります。 

-無線機能は、機種によってワイヤレスコミュニケーションスイッチまたは目 I 日 S セットアップで無効にすることび 
できます。ワイヤレスコミュニケーションスイッチまたは巨 I 日 S セットアップで無線機能を無効に設定し、ワイヤ 
レスコミュニケーション LED び消灯しているのを確認してくださし、。 

•スタンバイや休止状態では、パソコンび自動的に動作することびあるため、飛行を妨げた0、他のシステムに影響 
を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でちパソコンび自動的に動作するよラな設定のソフトウエアの場をは、あ5かじめ設定を無効に 
(解除）してくださし、。 



パ 

ソ 

□ 

ン 

の 


1 


セ 

'ツ 

卜 

ア 

ジ 

プ 


操作にあたって 

中断する前に 

• スタンバイまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• スタンバイまたは休止状態を実行するときは、；<ディアへの書き込みび完全に終了していることを確認してください。書 
き込み途中のデータびある状態でスタンバイまたは休止状態を実行したとを、データび正しく書き込まれないことびあ0 
ます。；<ディアを取り出しでさる状態になっていれば書さ込みは終了しています。 

中断したとさは 

• スタンバイ中に次のことを行わないでください。次回電源を入れたときに、システムび起動しないことげありまず。 

-スタンバイ中に方モリの取り付け/取りはずしをすること 
-スタンバイ中にバッテ U — パックをはずすこと 

また、スタンバイ中にバッテ U —残量び減少したときわ同様に、次回起動時にシステムび起動しないことがあ0ます。 
システムび起動しないときは、電源スイッチを已秒];(上押していったん電源を切ったあと、もラー度電源を入れてくださ 
し、この場合、スタンバイ前の状態は保持できていません （ ResumeFailure で起動します）。 

•スタンバイ中や休止状態では、バッテリーや周辺機器（増設;<モリなど）の取0付け/取りはずしは行わないでくださ 
し、保存されていないデータは消失します。また、感電、故障のおそれびあります。 

•スタンバイまたは休止状態を利用しないとさは、データを保存し、アプリケーションをすべて終了させてから、電源を 
切ってください。保存されていないデータは消失します。 

•パソコン本体を祈空機や病院に持ち込むとき、スタンバイを使用しないで、必ず電源を切ってください。スタンバイ状態 
のまま持ち込むと、パソコンの電波により、計器や医療機器に影響を与えることびあ0ます。 
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1 スタンバイの実巧方ま^^^^^^^^^^^^^^^^ 

スタンバイとは、作業を中断したときの状態をメモ I 」にな存ずる機能です。巧に電源スイッチを巧すと、状態を再現するこ 
とびでさます。 

スタンバイはずばやく巧態び再現されまずび、休止状態よ D バッテ U —をミ肖耗します。バッテ U —を使い切ってしまうと保 
をされていないデータはミ肖失するので、 AC アダプターを取り付けて使用することを推奨します。 


[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をク U ックする⑨ 



2 [スタンバイ]をクリックずる 



XP pro モデルでドメイン参加している場合、[終了オプション] 
は[シャットダウン]と表示されます。 


XP Pro モデルでドメイン参加している場合は 、 [Windows 
のシャットダウン]画面で V ボタンをク I 」ックし、[スタン 
バイ]を還択して [0 K ] ボタンをク I 」ックしてください。 


メモ1」への保存び終わると、画面び真つ日音になりまず。 

3 Power LED びオレンジ点滅しているかお認ずる 


ぶ3 メモ 

• 巧で)十@キーを押して、スタンバイを実行することもできます。 


2休止が態の実行方法 

休止状態とは、作業を中断したとさの状態を八ードディスクに保をする機能です。次に電源を入れると、状態を復元でさ 
ます。 

購入時の設定では、バッテリーが消耗すると、パソコン本体は自動的に休止状態になります。休止状態び無効な場合はその 
まま電源び切れるため、作業中のデータび消失するおそれびあります。バッテ U —駆動 （ AC アダプターを接続しない状態) 
で使用する場合は、休止状態の設定をすることを推奨します。 

購入時は、休止状態げ有効に設定されています。 


1 休止状態を有効に設定する 

⑦[コント□ールバネル]を開き、[バフオーマンスとメンテナンス]をク1」ックする 

② [電源オプシヨン]をク U ックする 

③ [休止状態]タブで[休止状態を有効にする]をチェックする 

④ [ OK ] ボタンをク1」ックする 
休止状態びち効になります。 


2 [スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をク U ックする⑨ 



XP pro モデルでドメイン参加している場合、膨了オプション] 
は[シャットダウン]と表示されます。 
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6 使い終ねつた 5 - Windows XP の場合- 


3 [休止が態]をクリックずる 


XP pro モデルでドメイン参加している場含は、 [ Windows の 
シャットダウン]画面で V ボタンをクリックし、[休止状態] 

ホ撰扣■して 「 n 。 ボ々、ノホ々 U 、、 ノ々してくだホ I ん 


£ 

•巧 ます。 


[スタート]メニューから操作せずに、電源スイッチを押したとさやディスプレイを閉じたとさに、電源を切る（電源才 
フ）、またはスタンバイ/休止状態にすることができます。 

休止状態にするには、あ5かじめ設定び必要です。購入時は、休止状態び有効に設定されていますげ、解除した場合は「本 
節③ -2 手順1」を参照して、設定してください。 

1電源スイッチを巧ず 

1 電源スイッチを巧したときの動作を設定ずる 

① [コント□ールバネル]を開き、[バフォーマンスとメンテナンス]をクリック—[東芝省電力]をク U ックする 

② [アクション設定]タブの[電源ボタンを押しにとを]で[入力を巧める][スタンバイ][休止状態][シャットダ 
ウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない]に設定すると、特に変化はありません。 

③ に K ] ボタンをク U ックする 

2 電源スイッチを巧ず 

選択した状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順]の®で[入力を求める]を選択したときは、 [ Windows のシャットダウン]画面または[コンピュータの電源 
を切る]画面び表示されます。[何ちしない]を選択したときは、電源スイッチを押してち何も動作しません。 


2ディスプレイを閉じる 

ディスプレイを閉じることによって[スタンバイ][休止状態]のうち、あらかじめ設定した状態へ移行する機能を、パネ 
ルスイッチ機能といいます。購入時には[休止状態]に設定されています。変更する場合は次の手順を行ってください。 

1 ディスプレイを閉じたときの動作を設定ずる 

①[コント□ールパネル]を開き、[パフオーマンスと^ンテナンス]をクリック^ [東芝省電力]をクリックする 
©[アクション設定]タブの[コンピュータを閉じたとき]で[スタンバイ][休止状態]のいずれかを選択する 
[何もしない]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 

③に K ] ボタンをク U ックする 

2 ディスプレイを閉じる 

選択した状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順]の®で[スタンバイ]または[休止状態]を選択したときは、次にディスプレイを開くと、自動的に状態が再 
現されます。 



八ソ n ンの準備—セットアップ— 
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画面で見る' 7 ニュァル 


Windows び起動しているときに、《オンラインマニュアル：）をパソコン画面上で見ることができます。 
{オンラインマニュアル)〉には、本製品の使用方法についての説明がよ0をく記載されています。 

次のように操作すると 、 「Adobe Reader 」 び起動し、《オンラインマニュアル:）び表示されます。 

初めて 「Adobe Reader 」 を起動したときは、[ソフトウェア使用許諾契約書]画面び表示されます。契約内容をお読みの 
うえ、[同意する]ボタンをクリックしてください。[同意する]ボタンをクリックしないと 、 「Adobe Reader 」 をご使用 
になれません。また、《オンラインマニュアル〉〉を見ることはできません。 

I 起動方法_ 


1デスクトップ上の[オンラインマニュアル]アイコン (若 )をダブルクリックずる 

く〈オンラインマニュアル〉〉び起動します。 

• 『取扱説明書』や『セットアップガイド（本書)』の内容も、パソコンの画面上で見ることびでをます。東芝 PC 総合情報 
ヴイト 「 dynabook.com ( http :// clynabook . com / pc/)J からダウン□—ドしてください。 
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u 刪-がィアを作る 

本製品には、システムやアプリケーションを購入時の状態に復元するためのリカバリー（再セットアップ）ツールび搭載さ 
れています 。 fTOSHIBA Recovery Media Creator (TOSHIBA Recovery Disc Creator )] を使って U カバ U — 
ディアを作成し、あらかじめ、 U カバ U —ツールのバックアップをとっておくことをおすすめします。 

何らかのトラブルで八ードディスクドライブか5リカバリーでをない場合でち、リカバリーメディアか 5 U カバ U —をする 
ことびでさまず。 

U カバ U — 方ディアびない状態で、八ードディスクドライブか 5 U カバ U - び行えない場合は、修理び必要になる可能性び 
あります。東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 

■リカバリー（再セットアップ）とは ■ 

リカバリー（再セットアップ）をすると、八ードディスクドライブ内に保をされているデータ（艾書ファイル、画儘-映像 
ファイル、-ルやアプ U ケーションなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットや^-ルの設定 、 Windows 
□グオンパスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定していない状態にな0ます。 

詳細は、「3章]リカバリーとは」を参照してください。 

また、データのバックアップについては、普段か5定期的に巧っておくことをおすすめします。 

■ リカバリーメディアを作成でまる 記録 メディア _ 

[TOSHIBA Recovery Media Creator (TOSHIBA Recovery Disc Creator )] では、次のメディアのいずれかを使用 
でをます。 

作成するメディアの種類は、メイン画面の [；< ディア構成]で確認でをまず。 

• US 巨フラッシュ方モ U * 

• DVD-R • DVD-R DL 

• DVD-RW • DVD+R 

• DVD+R DL • DVD+RW 

*「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では、 US 日フラッシュメモ U は使巧できません。 

が付けの DVD ドライブを接続して DVD を作成することわでをます。 

なお、サポートしているオプションの外付け DV 日ドライブは、 DVD スーパーマルチドライブ： IPCS 1]0 A です。 

あ5かじ奴バックアップ用のメディアを用意してください。 

^イン画面の「情報」で表示されるものび、必要な;<ディアです。 

DVD の場含は、必要な枚数び表示されます。複数枚使用する場合は、同じ規格の;<ディアで統一してください。 

US 巨フラッシュ^モ U の場合は、 U カバ U —メディアの作成に最低限必要な容量び表示されます。 

表示されるものより大きい容量の US 目フラッシュ方モリを用意してください。 

DVD に〕いて/ DVD の使麻饌メ-力- 

* 使用できる DVD については、《オンラインマニュアル》を確認してください。 

外付けの DVD ドライブを使用して作成ずる場合は、 『 DVD ドライプに付属の取扱説明書』を確認してください。 

• 推奨する方一力一の DVD を使用してください。ドライブび内蔵されているモデルの DVD の使用推奨一力一について 
は、 『 dynabook ホ**ホ（お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

• 書き込み速度に対応した DVD を使用してください。 

• 規格に準拠した DVD を使用してください。 



パソ n ンの準備—セットアップ— 








I 」カパリ-メディアの舗こあたって 

• [TOSHIBA Recovery Media Creator (TOSHIBA Recovery Disc Creator )] では DVD-RAM を使用できません。 

• [TOSHIBA Recovery Media Creator (TOSHIBA Recovery Disc Creator )] を使ってリカバリー方ディアなどを 
作成するとさは、ほかのアプ U ケーションソフトをすべて終了させてから、巧って<ださし、。 

DVD または US 巨フラッシュモ U に書き込みを行うときは、次のま意をよく読んでから使巧してください。 

守5ずに使用すると、書き込みに失敗するおそれびあ0ます。また、ドライブへのショックなど本体異常や、メディアの状 
態などによっては処理び正常に巧えず、書を込みに失敗することびあります。 

•書き込みに失敗したメディアの損害については、当社は一切その責任を負いません。また、記憶内容の変化•消失など、 
メディアに保をした内容の損害および内容の損失-消失により生じる経済的損書といった派生的損書については、当社は 
一切その責任を負いませんので、あ5かじめご了承ください。 

• DVD に書き込むときには、それぞれの書き込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠したメディアを使巧してください。 
また、推奨する方一力一のメディアを使巧してください。 

DVD について《オンラインマニュアル)〉 『 DVD ドライブに付属の取扱説明書』 

• バッテリー駆動で使巧中に書き込みを行ラと、バッテリーの消耗などによって書を込みに失敗するおそれびあります。必 
ず AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続して使用してください。 

•書き込みを行うときは、本製品の省電力機能び働かないようにしてください。また、スリープ、休止状態、シャットダウ 
ンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について《オンラインマ ニ ュアル：） 

• 次に示すような、ライティングソフトウェア1；(外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク U —ン セーバー 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
•音楽 CD や DVD の再生アプリケーション 
•通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴーを切り誓える、画面の解像度や色数の変更など、パソコン本体の 
操作を行わないでください。 

• パソコン本体に衝擊や振動を与えないでください。 

• 書き込み中は、周辺機器の取0付け/取りはずしを巧わないでくださし、。 

周辺機器につし、て{オンラインマニュアル〉〉 

• パソコン本体か5携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 


リカバ U —方ディアを作成するには、政降の説明を参照してください。 

1インストール方法^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

* インストールされていないモデルのみ 

[TOSHIBA Recovery Media Creator (TOSHIBA Recovery Disc Creator )」 は、購入時の状態ではインストールさ 
れていません。次の手順でインス I ルしてください。 

1 [スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再インス!ル]をク 
リックずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [東芝ユーティリティ]タブをクリックずる 

4画面左側の [TOSHIBA Recovery Media Creator ] または [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 
をクリックし、 [「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 のセットアップ]または [「 TOSH 旧 A 
Recovery Disc Creator 」 のセットアップ]をクリックずる 

5 画面の指示に従ってインス!ルずる 

[ファイルのダウン□-ド]画面び表おされた場合は、廣行]ボタンをク1」ックしてください。 
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8 リカバリーメディアを作る 


3リカパリーメディアを作巧する 

1[タイトル]で作成ずるメディアをチェックずる（度]) 

チェックボックスにチェックびついている^ディアを作成します。作成する必要のない方ディアは、チェックをはずし 
て < ださい。 

2 [作成]ボタンをクリックずる 

作成する U カバ U —方ディアの確認と;< ディアのセットを巧める画面び表示されます。 

3 メディアをセットずる 

DVD のセットく〈オンラインマニュアル：） 

rovD ドライブに付属の取扱説明書』 

US 巨フラッシュ;<モリくくオンラインマニュアル)〉の 「 USB 対応機器を使う」 

4 [0K] ボタンをクリックずる 

作成び開始され、[現在の^ディア]に作成している^ディアの進披状況び表示されます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

DVD の場含、作成び終了すると、メディアび自動的に出てさます。 

作成する^ディアび複数枚ある場をは、方ッセージに従って方ディアを入れ誓えてください。 

5 メッセージを確認し、 [0K] ボタンをクリックずる 

方ディア作成媛は、作成した^ディアの種類 （ U カバ U <ディアなど）と番号びわかるよラに、；<ディアに目印をつ 
けてください。たとえば DVD の場合、「リカバリー^ディア XX (番号)」といラよラに、レーベル面に油性のフェル 
トペンなどで記載してください。 U カバ U - をするとき、この番号通0に方ディアを使用しないと、正しく U カバリー 
されません。必ず;<ディア番号びわかるよラにして保管して<ださし、。 

6 [閉じる]ボタン（〇)をクリックずる 

方イン画面び閉じ、方ディアの作成を終了します。 U カバ U —^ディアか5 U カバ U —をする操作手順については、 

「3章2リカバリー=再セットアップをする」を参照してください。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator (TOSHIBA Recovery Disc Creator )」 のお問い合わせ先 
『取扱説明書付録2お問い合わせ先』 


2起動方ま 

外付けの DVD ドライブで DV □の U カバ U —メディアを作成する場合は、あらかじめ外付けの DVD ドライブをバソコン 
本体に接続しておいてください。 

接続方法 『 DVD ドライブに付属の取扱説日月書』 

1[スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム] 一 [U カバリーメディア作成ツール]をク U ックする 

[TOSHIBA Recovery Media CreatorJ または 「 T 日 SHI 巨 A Re 巳 overy Disc Creator 」 び起動し、次のメイン画面 
び表示されます。 


タイトル 

チェックボックスにチェックびついている（图） 
方ディアを作成します。 

因をク U ックすると作成する方ディアの一覧 
び表示されます。 

メディア構成 

作成するメディアの種類を選択することびでさ 
ます。 


(表示例) 


記録;<ディアは、 DVD の場合、画面に表おされる枚数分げ必要になります 。 [TOSHIBA Recovery Media CreatorJ 
で作成する USB フラッシュメモ U の場合、画面に表示されている容量び必要になります。 


で T, 



W 下のブランクタティアが必妄です。 


$だのイディア 
そ巧のち# 


パソ n ン Q 準備—セットアップ— 


Windows XP をほ用するにあたって 


本製品を Windows XP で使用する場合、《オンラインマニュアル》で紹介しているものと一部異なります。 

ここでは、操作や仕様び異なるおもなアプ IJ ケーシヨンの説明をします。システムやお使いのモデルのソフトウエア環境に 
よっては、このほかにち各種説日月書や《オンラインマニュアル》に記載されに内容とは、一部動作び異なる場合びあります。 

■ r まミ省電力 J につぃて _ 

「東芝省電力」は、巧の手順で起動してください。 

1[スタート]一[コント□-ルバネル]をクリックずる 

2 [バフォーマンスとメンテナンス]をクリックずる 

3 [まち省電力]をク U ックずる 

使いかたについては、ヘルプをご覧ください。 


リ r まち HW セットアップ J について _ 

「東芝 HW セットアップ」は、巧の手順で起動してください。 

1[スタート]一[コント□-ルバネル]をクリックずる 

2 [プ U ンタとその他の八ードウエア]をク U ックずる 

3 [ま泛 HW セットアップ]をクリックする 

使いかたについては、ヘルプをご覧ください。 

: J FFn-esseJ に〇し、て 

「 Fn - esse 」 というアプ U ケーシヨンの起動を闇単にずるアプ U ケーシヨンび用意されていまず。巧タキーと特定のキーを巧 
ずことで、アプ U ケーシヨンの起動をできるようにすることび可能です。あ5かじめ特定のキーと起動するアプ1」ケーシヨ 
ンの設定び必要です。 

起動するには、[スタート]一[すべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -[ユーティ U ティ]- [ Fn - esse ] をク U ック 
して < ださい。 

「 Fn - esse 」 での夕十①キーまたは ( FN )+@ キーに何かの動作を登録していても、 「 TOSH 旧 A Smooth View 」 びインス 
I -ールされていると使用でさなくなります。 
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9 Windows XP を使用ずるにあたって 


キーを使った便利な機能 


各キーにはさまざまな機能び巧意されています。いくつかのキーを組み含わせて押すと、いろいろな操作び実行でさます。 
【@キーを使った特殊機能キー】 


キー 

内容 

( FN )+( E ^ 

スピーカーの5ユート（消音） 

巧で +但 PACE ) 

本体液晶ディスプレイの解像度切誓え 


ドライブの電源オン/オフ機能 

風 +@ 

インスタントセキユ U ティ（画面オフ）機能 

風 +@ 

省電カモードの設定 

励 + 画 

スタンバイ機能の実行 

風 + 画 

休止状態の実行 

励 + 厨 

表示装置の切誓え 

励 + 励 

本体液晶ディスプレイの輝度を下げる 

励 + 回 

本体液晶ディスプレイの輝度を上げる 

师+呵 *1 

無線通信機能の切誓え 

励+画 

タッチパッドオン/オフ機能 

( fn )+( fTo ) 

キー前面左に印刷された、制御キーオン/オフ 

励 +画 

キー前面ちに印刷された艾字の入カオン/オフ 

( Fi ?)+( FT ^ 

スク n —ル n ック状態 

励+① 

PGUP (ページアップ） 

励+① 

PGDN (ぺージダウン） 

励 + 扫 

HOME (ホーム） 

風 + 日 

END (エンド） 

励+① け 

画面やアイコンなどの縮ル 

風 十②* 己 

画面やアイコンなどの拡大 


*] モデ J レによって、この機能はサポートしておりません。 

*2「TOSH 旧 A Smooth View」 をインス!ルしている場をのみ、使巧できます。 

[ 特殊機能 キー】 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージャの起動 

( CTRL )+ し ALT )+( t ) EL ) 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されます 。* i 
アプリケーシヨンやシステムの強制終了を巧います。 

画面コピー 

( PRTS 口 

現在表示中の画面をク U ップボードにコピーします。 


Calt )+( prtsc ) 

現在表示中のアクティブな画面をク U ップボードにコピーします。 


*] XP Pro モデルでドメインに参加しているとき、ユーヴーアカウントで「ようこそ画面を使巧する」のチェック対まずした場合には、 
[Windows のセキュリティ]画面び表示されますので、[タスクマネージャ]ボタンをクリックしてください。 


パソ nAQ 準備—セットアップ— 
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■ 書を込みに使用でまるアプリケーションについて _ 

書き込みに使用できるアプ U ケーションとして 「 TOSH 旧 A Disc creator 」 のほかに 「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 
び用意されています。 

「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 を使用ずると、[マイ〕ンピュータ]で目的のファイルやフォルダーをドライブにコ 
ピーすることで、 DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD + RW 、 CD - RW に書き込むことびできます。 

さメディアの フォー マットをする場合は 、 [TOSHIBA Direct Disc Writer Format Utility ] を使用してください。 
詳しくは、 「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 のヘルプを参照してください。 

「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 をはじめて使用するときは、インス!ルび必要です。 


【インス I ル方ま】 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再インストール]をクリックずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [ま泛ユーティ U ティ]タブをクリックずる 

4 画面を側の [TOSHIBA Direct Disc Writer ] をクリックし、 UTOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 の 
セットアップ]をクリックずる 

5 画面の指示に従ってインス!ルずる 

【「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 のヘルプの起動ち法】 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - [ CD & DVD アプ U ケーシ ヨン]- [Direct 
Disc Writer ヘルプ]をク U ックずる 


「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 を使うために 

*「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 を使うには、下記(外にもお願い事項びあ D ます。 

《オンラインマニュアル》の付録に記載されている 「 CD / DVD に書き込む前に」とあわせてご覧ください。 

• CD / DV □をフォーマットすると、 CD / DV □上のすべてのデータび失われます。内容を確認の5え、フォーマットし 
て < ださい。 

• rrOSHIBA Direct Disc Writer ] はパケットライトあ式での記録機能を備えたソフトです。 「 TOSH 旧 A Direct Disc 
Writer Format Utility ] で フォー マット / 書き込みしたメディアをほかのバケットライトソフトでは使用しないでくだ 
さし、。 まに 、ほかのバケットライトソフトで フォー マット/書き込みしたメディアに、 「 TOSH 旧 A Direct Disc 
Writer 」 で書き込みは行わないでください。ほかのバケットライトソフトでフォーマットしにメディアを riOSHIBA 
Direct Disc Writer ] で使用する場合は 、 「TOSHIBA Direct Disc Writer Format Utility 」 で完全フオーマットを 
行ってか5使巧してください。 

• ファイルやフォルダーの「切り取り」一「貼り付け」は行わないでください。^ディアやドライブに何らかの問題びあっ 
た場合、もとのファイルやフォルダーび消失することがあ0ます。 

• [TOSHIBA Direct Disc Writer ] で書き込んだ DVD-RW ;< ディアを fTOSHIBA Direct Disc WriterJ びインス! 
ルされていないパソコンで読み出すには、 DVD - RW ^ ディアを「互換化」する必要げあります。詳しくは riOSHIBA 
Direct Disc WriterJ のヘルプをご覧ください。 DVD + RW 、 CD-RW メディアについては、「互換化」する必要はあり 
ません。 

• [TOSHIBA Direct Disc Writer Format Utility 」 で フオーマッ トされた方ディア上にプ□グラムのセットアップ ファ 
イルなどを保をし、その^ディア上か5セットアップを実行しようとしたとき、エラーび発生することげあります。その 
場含は、セットアップに必要なファイルなどをいったん八ードディスク上にコピーした状態で、八ードディスク上か5 
セットアップを実行してください。 

• [TOSHIBA Direct Disc WriterJ で CD - RW 、 DVD - RW 、 DVD+RW メディアに書き込んだファイルは、変更•削除 
することびでをます。 



[TOSHIBA Direct Disc WriterJ を使用する際は、ヘルプの「仕様および注意事項」をよくお読みください。 
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9 Windows XP を使用ずるにあたって 


■ スーパー バイ ザーパスワー ドについて _ 

スーパーバイヴーパスワードを起動するとをは、[スタート]-^ [ファイル名を指定して実行]をクリックして、 
「 C :¥ P 「 og「am Files ¥ T 日 SH 旧 A¥WinclcDWS Utilities 」 フオルダーにある 「¥ SVPWT 日日 L ¥ SVPW 32. exe 」 か 
「¥ SVPWTool ¥ T 日 SPU . exe 」、 または 「¥ SVPWUTILexe 」 を起動してください。 

r 指紋認証 J について _ 

「指紋認証」は次の手順で起動してください。 

1 指紋を登録ずるユーザーアカウントで□グオンずる 

2 [スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [ TmeSuite ] 一 [ TrueSuite ] をクリックずる 

政降は、画面の指示に従って操作してください。詳しい操作ちまについては、「指紋認証ユーティ U ティ」のヘルプを 
参照してください。 

【ヘルプの起動 方法】 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [ TrueSuite ] 一 [ TrueSuite ヘル： 7] をクリックずる 

■ 使用でまないアプリケーシヨンについて _ 

{オンラインマニュアル：）をはじめとする各種説明書に記載されているのアプ U ケーシヨンは、日 S び Windows XP の 
場含は使巧できません。 

• TOSHIBA Flash Cards 


パソ n ンの準備—セットアップ— 
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2 章 


パソコンの動作がおかしいとをは 


バ。くろ 


パソコンの操作をしていて困つたときに、どうした 
5良いかを Q & A お式で説明しています。 


1 Q&A 集 
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Q&A 集 


電源を入れるとさ/切るとさ . 45 

Q 電源スイッチを押しても反応しない ... 45 

Q 1度電源が入りかけるがすぐに切れる 

電源が入5ない . 45 

Q 電源を入れたが、システムが起動しない ....45 

Q 使用中に前軸れもなく 

突然電源が切れることがある ... 46 

Q しば5く操作しないとを、電源が切れる.… . 46 

画面/表示 ....46 

Q 青い画面（ブルースクリーン）が表をされ、 

操作でをなくなった . 46 

Q 画面表示が回転してしまった . 46 

システム/八ードディスク . 46 

Q パソコンが応答しなくなった . 46 

Q Windows がセーフモードで起動した ....47 

Q 再起動や電源を入れ直してち、 

トラブルが解消しない . ...47 

指紋認証.. . 47 

Q 指紋の読み取りがラまくいかない . 47 

Q 指にけがをしたため 

指紋の読み取りびできなくなった ....47 

Q 認識率が下がった5 ......48 

TPM ."". 48 

Q 誤って TPM を初期イヒしてしまった ... 48 

Q TPM を使用しているパソコンを、 

修理-保守に出したい . 48 


Q r … WARNING : Continue booting with 
this drive being locked might cause 
system to hang with some OS . 

Hit ENTER to continue ..」 と表示された…. 49 


Q 電源を入れたとき、次のよラな指紋認罰の 

メッセージび表示された . 已〇 

Q 起動時に 「 Windows 再開□一夕’」が表示され、 

Windows が起動しない . 50 

Q「New Password =」と表示された . 已〇 

Q 画面が青くなり、巧のよラなメッセージび 

画面一面に表をされた . 50 

Q 起動時に 「RTC battery is low or CMOS 
checksum is inconsistent 」「 Press [ Fl ] 

Key to set Date / Time 」 と表をされ、 

Windows が起動でさない . 51 

Q 起動時に ["Press F 1 to Run SETUP Press 
F 2 to load default values and continue 」 

と表をされ、 Windows び起動できない . 已1 

Q 起動時に 「The firmware has detected 
that a CMOS battery failure occured . 

く FI > continue 」 と表示され、 

Windows が起動でさない . 51 

Q 「システムの日付または時刻が無効です」 

と表をされた . 51 

Q 次のよラなメッセージが表示された . 已1 

Q その他のメッセージが表示された . 已2 

その他. .. .•••"""日2 

Q 八ードディスクか 5 U カバ U — 

でさな < なったとさは . 曰2 

Q 異甫な臭いや過熱に気づいた！ . 已2 

Q この Q & A 集を読んでも解決できない . 已2 

Q 操作できない原因がどラしてもわか5ない . 已2 


メッセージ . 48 

Q 「 Password :」 と表をされた . 48 

Q「HDD Password =」、 「己 uNt-inHDDl 
Password=J またはに nterHDDl 

Password 」 と表をされた ....49 

Q 「パスワードを入力してください。」または 
「パスワードを入力して下さい。」 

と表をされた . ..…49 


Q r... Hard Disk locked , enter HDD user 

password : (Press < ESC > to skip )」、 または 
「… Hard Disk locked , enter HDD master 


password : (Press < ESC > to skip )」 

と表をされた .49 

Q r... Hard Disk locked , enter HDD user 
password : (Press < ESC > to switch to 
HDD Master Password )」 

と表をされた…… .49 
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II ホ 


電源スイッチを f 甲す時間が短いと電源が入5ないこ 
とびあります。 

電源スイッチの巧しかたについては、『取扱説明書』 
を確認してください。 


(Battery LED びオレンジ色に点滅しているとき） 
IIE ^ パッテリ-の充電量び少ない可能性があります。 
次のいずれかの対処を行ってください。 

•本製品巧の AC アダプターを接続して、電源を供 
給する 

(他製品用の AC アダプターは使用でをません） 

• 充電済みのバッテ U —パックを取り付ける 

パッテ u - の充電について 
《オンラインマニュアル：） 

(DC IN LED がオレンジ色に点滅しているとき） 
IIE ^ 電源の接続の接触が悪し巧自目性があります。 

バッテリーパックや AC アダプターを接続し直して 
<ださい。 

バッテ1」—パックの取り付け/取りはずし 
『取扱説明書』 

AC アダプタ-の接続『取扱説糖』 

IIEv パソコン内部の温度が一定切上に達すると保護機能 
^び働さ、システムが自動的に停止します。 

パソコン本体が熱くなっている場合は、涼しい場所 
に移動するなどして、パソコンの内部温度び下がる 
のを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に 
上昇しやすくなります。通風孔のまわりには物を置 
かないで < ださい。 


IIEv パソ〕ン本体か5いったん、電源〕-ドと AC アタ‘ 
1プター、バッテリーパックをすべて取りはずしてく 
ださい。 

①電源コードと AC アダプターを取りはずす 
ノてソコンに接続している周辺機器も取0はずし 
てください。 

霞ノ くッテ U —パックを取りはずす 

電源コードと AC アダプター、バッテリーパック 
を取りはずすと、電源び入5ない状態になりま 
す。そのままの状態で、しば5<放置してくだ 
さい。 

③バッテ U —パックを取り付ける 
@電源 コードと AC アダプターを取り付けて、電源 
プラグをコンセントに差し込む 
⑤電源を入れる 

電源]-ドと AC アダプタ-の接続 
『取扱説明書』 

バッテ1」-パックの取り付け/取りはずし 
『取扱説明書』 

の手順でを解決でさない場合は、東芝 PC あん 
しんヴポートに連絡してください。 


IIE ^ 起動ドライブを A - ドディスクドライブな外に設定 
1 した場合に、システムの入っていないメディアが 
セットされている可能性があります。 

システムび入っている^ディアと取0誓えるか、ま 
たはドライブか5；<ディアを取り出してか5、何か 
キーを 巧して < ださし、。 

それでも正常に起動しない場合は、次のように操作 
してください。 

①電源スイッチを已秒];(上押して電源を切る 
( DfTg ) キーを押しなび5電源スイッチを押す 
③ [ dynabook ] または [ TOSHIBA ] 画面び表示 
された5^1さ)キーか5手をはなす 
各種パスワードを設定している場合は、パス 
ワードの入力をラながす方ッセージび表示され 
ます。 

パスワードを入力して ( ENTER ) キーを押してく 
ださし、。 

@表示されたアイコンまたはメニューの中からシ 
ステムの入っているドライブ（通常は八ード 
ディスクドライブを示す項目）を(づキーま 
たは®®キーで選択し、 fENTEFO キーを押す 


I か 


セーフモードまたは前回正常に起動したときの構 
成で起動しなおすことがでをます。 

電源スイツチを日秒た(上押して強制終了したあと、 
起動しなおしてください。 

起動方法については、『取扱説明書』を参照してく 
ださい。 


電源を入れるとを 
/切るとを 


Q 電源スイッチを巧してち居応しない 


2 


1度電源び乂〇かけるびすぐに切れる 
^電源が入6ない 


, Q 電源を入れたび、システムが起動しない 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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〇ほ用中に前触れもなく 
y 巧お電源が切れることがある 


lEv パソコン内部の温度び一定料上に達すると保護機能 
1が働さ、システムが自動的に停止します。 

パソ]ン本体げ熱くなっている場をは、涼しい場所 
に移動するなどして、ノ r ノコンの内部温度び下がる 
のを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソ]ンの温度は非常に 
上昇しやすくなります。通風孔のまわりには物を置 
かないで < ださい。 

それでも電源び切れる場含は、東芝 PC あんしんヴ 
ポートに連絡してください。 


IIEv パジテリ-駆1阿郎している場合、パジテリ-の 
^充電量びなくなった可能性があります。 

なのいずれかの対処を行ってください。 

•本製品巧の AC アダプターを接続して、電源をイ共 
給する 

(他製品用の AC アダプターは使用でさません） 

• 充電済みのバッテ U —パックを取り付ける 

ノくッテ1」-の充電につし、て{オンラインマニュアル〉) 


しば6<操作しないとま、電源び切れる 


lEV Power LED が点灯（点滅ではなく）している場 
^合、表示自動停止機能び働いた可能性がありまず。 
(Fewer LED の色はモデルによって異なります） 

画面には何も表示されませんび実隙には電源が入っ 
ていますので、電源スイッチを押さないで<ださい。 
CSHIFT ) キーやに TRy キーを押す、またはタッチ 
パッドを操作すると表示び復帰します。外部ディス 
プレイを接続している場合、表示が復帰するまでに 
1日秒前後かかることびあります。 


Windows XP の場合 

① [コント□ールバネル]を開き、[バフオーマン 
スとメンテナンス]をク IJ ックする 

② [東芝省電力]をク1」ックする 

③ [プ□ファイル]で利用ずるプ□ファイルを還お 
ずる 

④ [基本設定]タブで[システムスタンバイ]およ 
び[システム休止状態]のチェックをはずす 

⑥のロボタンをク U ックする 


画面/を术 


〇青い画面（ブルースクリーン）び表示され、 
y 操作でまなくなった 


lEV 電源スイツチを曰砂、!;(上押して Windows を強制 
1 終了してください。 

システムげ操作でさなくなったとき政外は行わない 
でください。強制終了を行ラと、ス U —プまたはス 
タンバイ/休止状態は無効になります。また、保を 
されていないデータは消失します。 

強制終了したあと、電源を入れ直してください。 


lEVl ； Lb の手順でも解決できない場合は、「本項 - Q 再 
1 起動や電源を入れ直しても、トラブルが辭消しな 
し、」を確認してください。 


画面表示び回括してしまつた 


IIE ^ 阿而 +姑 T )+ のキ-娜してくださし、。 

正常な画面表示に戻ります。 


lEV Power LED がオレンジ色に点減しているか、消灯 
1 の場合、自動的にス U —プや休止が態になった可能 

性びあ0ます。 

(Fewer LED の色はモデルによって異なります） 

一定時間パソコンを使巧しないとさに、自動的にス 

U — プや休止状態にするように設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 

また、次の手順で設定を解除でさます。 

Windows 7 、 Windows Vista の場合 

①[コント□ールパネル]を開き、[システムとセ 
キュリティ ] (Windows 7) または[システム 
と方ンテナンス ] (Windows Vista ) をクリツ 
クする 

@[電源オプション]をクリックする 

③[電源プランの選択]で利用するプランを選択す 
る 

@選択したプランの[プラン設定の変更]をク 
リックし、[ディスプレイの電源を切る]および 
[コンピュータをス U - プ状態にする]で[な 
し]を選択する 

⑤[変更の保を]ボタンをク U ックする 



パソコンが応答しなくなつた 


IIEv アプリケーンヨンを終了できない場合や、アプリ 
^ケーシヨンを終了してもトラブルが解消しない場合 
は、パソコンを再起動してください。 

再起動 Windows 7の場含 
「1章4-①-再起動」 

再起動 Windows Vista の場合 
「1章日-®-再起動」 

再起動 Windows XP の場合 
「1章目-①-再起動」 
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IIEv Windows 起動時に問題が起きた場合や、パソコン 
^ を再起動できない場合は、電源スイッチを已秒总 
上押して Windows を強制終了してください。 

システムが操作でさなくなったとさ！;(外は行わない 
でください。強制終了を巧ラと、スリープまたはス 
タンバイ/休止状態は無効になります。また、保を 
されていないデータは消失します。 

強制終了したあと、電源を入れ直してください。 

IIEv 社の手順でも解ミ央できない場合は、「本項 - Q 再 
^起動や電源を入れ直しても、トラブルが解消しな 
し、」を確認してください。 


I か 


パソコンを再起動してください。 

巧起動 Windows 7の場含 
「1章4-①-再起動」 

再起動 Windows Vista の場合 
「1章日-®-再起動」 

再起動 Windows XP の場合 
「1章目-①-再起動」 


IIEv 社の手順でも解ミ央できない場合は、「本項-日再 
^ 起動や電源を入れ直しても、トラブルが解消しな 
し、」を確認してください。 


11^^ドライパ-やシステムのアップデ-忡（更新中） 
^ にトラブルが発生した場合は、直前の正常に起動し 
たときの構成で起動してください。 

前回正常に起動したときの構成で起動する 

「本項 - Q 電源を入れたが、システムび起動しない」 

IIEv アプリケーンョンをインスト-ルしてから、この問 
^ 題が発生するよラになった場合は、インス!-ールし 
たアプリケーションが Windows の動作に影響して 
いる可能性があります。 

アプリケーションをアンインス I -ールしてください。 
『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』 


IIEv 周辺機器を接続してか5、この問題び発生するよラ 
1になった場合は、接続した周辺機器が Windows の 
動作に影響している可能性があります。 

周辺機器を取0はずしてください。周辺機器によっ 
ては、周辺機器に付属のドライバーやアプ U ケー 
シヨンをパソコンにインス I ルしている場合びあ 
ります。これ5のドライバーやアプ U ケーシヨンち 
アンインストールして<ださい。 

周辺機器の取り扱いについて 
『周辺機器に付属の説明書』 



* 指紋センサー搭載モデルのみ 


II ホ 


もラー度正しい姿勢で操作してください。 

詳しい操作ち剤ま、『取扱説明書』《オンラインマ 
二:! アル)〉または r 指紋認証 ユー テイ U テイ」のへ 
ルプを参照してください。 


|| E » 登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってく 
1ださい。 

IIEm どうしてもうまくいかない場合は、-腳にキ- 
1ボードか5バスワードを入力してくださし、。 

詳しい操作方剤ま、『取扱説明書』《オンラインマ 
二:! アル)〉または r 指紋認証 ユー テイ U テイ」のへ 
ルプを参照してください。 


II ホ 


登録してあるもラ1本の指で読み取りを行ってく 
ださい。 


IIEv 登録したすべての指の指紋が読み取れない場合は、 

1 一時的にキーボードか5バスワードを入力して<だ 
さい。 

詳しい操作ち法は、『取扱説明書』《オンラインマ 
二:!アル：）または r 指紋認証ユーティ U ティ」のへ 
ルプを参照してください。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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Q 認識をが下がった 6 


lli ^ 指紋センヴーの表面びよごれていないか確認してく 
^ださい。 

よごれている場合には、眼鏡ふき（ク U —ナーク n 
ス）などの柔らかい巧で軽くふき取ってか5もラー 
度指紋認証を巧って < ださい。 

詳細こついて 

『取扱説明書』《オンラインマニュアル〉〉 


IIE ^ 指の難を確認してください。 

指に傷げあったり、手荒れ、極端に乾燥した状態、 
ふやけた状態など、指紋登録時と状態び異なると認 
識でさない場合びあ0ます。認識率び改善されない 
場合は、ほかの指で登録してください。 

詳細こついて 

『取扱説明書』《オンラインマニュアル〉〉 


TPM をほ用しているバソコンを、 
^修理•巧守に出したい 


IIE ^ TPM を使巧している場合、修理•保守に出す前 
^に、バックアップウィザードを使用して、 TPM を 
バックアップしてください。 

なお、修理-保守に出すと、 TPM に故障びなくて 
も、 TPM び交換される場合びあります。 

その場をは、バックアップウィヴードを使用して、 
TPM の設定を復元してくださし、。 

TPM のヘルプ 

『Infineon Security Platform ソリ ユーシヨン』 

保守サービスについては、『東芝 PC サポートのご 
案内』を確認してください。 



IIE ^ 指の置きかたを艦、してください。 

指を指紋センサーと平行になるよラに置き、指紋セ 
ンヴーに指の中央を含わせてください。指紋セン 
ヴーの上に第1関節びくるよラに置き、すべ5せ 
るとさはゆつ < りと一定の速さですベ5せてくださ 
し、。それでも認証できない場合は、指をすべらせる 
速さを調整してください。 

詳細こついて 

『取扱説明書』くくオンラインマニュアル)〉 



Q 誤って TPM を巧巧化してしまった 


IIEv バックアップウィザ-ドを使用して、 TPM の設定 
^を復元してください。 

TPM のヘルプ 

『Infineon Security Platf 日 「 m ソリユーシヨン』 


〇 rPassword = J と表おされた 


IIE ^ パスワ-ドの入力、または卜-クン*1による認証 
^ が必要です。 

: 欠のいずれかの操作を巧ってください。 

• パスワードを入力し、 fENTER ) キーを押す 
あ5かじめ「東芝パスワードユーティ U ティ」 

でパスワードファイルを記録;< ディアに保存し 
ておくと、パスワードを忘れた場合に確認でき 
ます。ほかのパソコンの「^モ帳」などでパス 
ワードファイルを開き、確認したパスワードを 
入力して < ださい。 

•あらかじめ「東芝パスワードユーティ U ティ」 

で作成した I -ークン*1をブ U ツジ方ディアス 
□ツトまたは SD カードス n ツトに挿入し、認 
証を巧ラ 

* ] I クン機能搭載モデルのみ 

上記のち法を実行できない場含は、使用している機 
種を確認後、東芝 PC あんしんヴポートに連絡して 
ください。有償にてパスワードを解除します。この 
場合、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の 
提示び必要とな0ます。 

図味 K スワ-ドにつし、て{オンラインマ ニ ュアル)〉 
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「HDD Passw 日 rd=J 、 rSuilt-in HDD1 
Q P 日 5SW 口 rd=J または TEnts 广 HDDl 
PasswordJ と表示された 


IIE ^ HDD ； くスヮ-ドの入力にょる認証が必要です。 

HDD バスワードを入力し、 Center ) キーを巧して 
ください。 

HDD バスワードを忘れてしまった場合は、八ード 
ディスクドライブは永义に使用でさなくなり、交換 
対応となります。この場合は有償になり、身分証日月 
書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要とな 
0ます。 

HD □バスワードについて《オンラインマニュアル》 


r パスワードを入力して < ださい。 J または 
r パスワードを入力して下さい。 J と表示された 


IIEV 棟芝 HW セットアップ」または BIOS セットアッ 
7 プで設定したパスワードを入力し、 〔 ENTER ) キーを 
押して < ださい。 

パスワードを忘れた場合は、使用している機種（型 
番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡し 
てください。有償にてパスワードを解除します。そ 
の際、身分罰明書（お客様自身を確認できる物）の 
提示び必要となります。 


r r … Hard Disk locked, enter HDD 

user password: (Press <ESC> to 1 

skip )]、 ま后は r." Hard Disk locked, 
enter HDD master password: m 

(Press <ESC> to skip)J と表巧されち ^^ 


11^^团 os セットアップで設定した HDD バスワードを 
^ 使って認証を行ってください。 

設定している H □□ユーヴーバスワードまたは 
HDD マスタ ー J (スワードを入力し、 （ ENTE 印キー 
を巧してください(を SC 〕 キーを巧して操作を続け 
よラとしても、 Windows は起動でさません)。 
パスワードの入力に3回失敗した場含は、 r - 
Hit ENTER to continue ..」 と表示されます。電 
源スイッチを日秒 L 处上押してノ くソコンを強制終了 
し、電源を入れ直してください。 


r". Hard Disk locked, enter HDD 、 
user password: (Press <ESC> to 
switch to HDD Master Password)J 
と表示された 


I か 


BIOS セットアップで設定した HDD パスワードを 
使って認証を行ってくださし、。 

HDD ユーヴーノ（スワードと HDD マスターパス 
ワードの両方を設定している場合に、この^ッ 
セージび表示されます。 

HDD ユーザーパスワードを使って認証する場合 
は、 HDD ユーヴーパスワードを入力してを NTER 1 
キーを押して < ださし、。 

HDD マスターパスワードを使って認証したい場合 
は、 （ ESC ) キーを巧すと 、「… Hard Disk locked , 
enter HDD master password : (Press < ESC > 
to skip )」 という； < ッセー ジに切り誓わります。 
HDD マスターノ V スワードを入力して ( ENTER ) 
キーを押して < ださし、。 

パスワードの入力に3回失敗した場合は、 r - 
Hit ENTER to continue ..」 と表示されます。電 
源スイッチを曰秒！; LL 巧してノ r ノコンを強制終了 
し、電源を入れ直してください。 


r." WARNING: Continue booting ^ 
with this drive being locked might ' 
cause system to hang with some OS . ム 
Hit ENTER to continue.. J 占表示され ^^ 


II ホ 


ノ（ソコンを強制終了し、電源を入れ直してくださし、。 
HDD パスワードの入力に3回失敗すると、この 
木 ッセージび表示されます。 

電源スイッチを日秒た(上押してパソコンを強制終 

了し、電源を入れ直してください 

(メッセージには 「Hit ENTER to continue ..」 

と表示されていますび、キーを巧して操作を続け 
よラとしても Windows は起動でさません)。 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ード 
ディスクドライブは永久に使用できなくなり、交 
換対応となります。この場含は有償です。その隙、 
身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示 
び必要となります。 
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電源を入れたとま、なのよラな指紋認証の 
メッセージが表示された 


* 指紋センヴー搭載モデルのみ 

• [Swipe fin 旨 e「to authorize access , or press 
BACKSPACE to enter BIOS password 」 

• 「認証のため指でセンサーをなぞってください 

BI 日 S ノ くスワードを入力するためには、バックスペース 
を巧して < ださい」 

IIE ^ 指紋認罰が必要です。 

「指紋認証ユーティリティ」で起動認証機能を有効 
に設定していると、パスワードを設定している場合 
に表示されるメッセージの代わ0に、指紋認証を行 
ラ画面び表示されます。指紋認証を行ラと、起動認 
証機能によってノ（スワードの認罰び行われます。 
認証を日回失敗する、または Backspace ) キー 
を巧すと、パスワードの入力をラながす^ッセージ 
び表示されます。 

指紋認証について詳しくは、《オンラインマニユア 
ル〉〉または r 指紋認証ユーティ U ティ」のヘルプを 
参照してください。 


〇起動時に [Windows 再開 □— ダ J び 
表示され、 Windows び起動しない 


み Windows 7 、 Windows Vista のみ 

IIEv A - ドウてアの接続に不具合が起きた、または何ら 
^かの原因で電源を切る前の状態を再現できなくなつ 
たといラメッセージでず。 


休止状態のままメモ U の取0付け/取りはずしをし 
たとさなどに表示されます。 

電源を切る前の状態は再現でをません。 

なの操作を巧ってください。 

① 「 Windows 再開 n —ダ」で「復元データを削除 
してシステムブートメニューに進む」び反転表 
おしていることを確認し、 ( Inter ) キーを巧す 
©「 Windows エラー回復処理」で 「 Windows を 
通常起動する」が反転表示していることを確認 
し、 Cente 巧キーを押す 
Windows び起動します。 


〇 [New Password=J と表示された 


IIE ^ 新しいパスワ-ドに登録/頸してください。 

「東たパスワードユーティ U ティ」の[スーパーバ 
イヴパスワード]タブで、[ユーヴーポ I 」シーの設 
定]画面の[ユーヴーパスワードの登録/変更を強 
制する]をチェックすると、次のよラに設定されま 
す。 

•ユーヴーパスワードが登録されていない場合 
設定後の1回目の起動時に 、 [New Password 二」 
と表示されます。 

ユーヴーパスワードの登録を行ってください。 

-ユーヴーパスワードび登録されている場合 
設定後の起動時の 「 Password 二」で、ユーヴー 
パスワードを初めて入力したときに 、 「New 
Password :」 と表示されます。 

新しい ユー ヴーパスワードに変更してくださし、。 
「Verify Password 二」に 「New Passwo 「 cl =」 で 
入力したパスワードをもラー度入力すると、 ユー 
ヴーノ くスワードび登録/変更されます。 

スーノ くーノ くイヴーノ くスワードについて詳しくは、 

く〈オンラインマニュアル〉）を参照してください。 


〇画面が青くな日、なのよ 5 なメッセージが 
画面一面に表示された 


•「A problem has been detected and windows has 
been shut down to prevent damage to your 
computer 」 

IIEv A - ドウ I アの接続に不具合が起きた、または何ら 
^かの原因で電源を切る前の状態を再現でをなくなつ 
たといラメッセージです。 


休止状態のまま^モリの取り付け/取りはずしをし 
たとさなどに表示されます。電源を切る前の状態は 
再現でさません。 

次の操作を行ってください。 

①電源スイッチを已秒];(上押し、パソコンを強制 
終了する 

® 再び電源スイッチを押して、パソコンを再起動 
する 

「システムを前の場所か5再起動できませんでし 
た。」という;<ッセージび表示されます。 

③ r 復元データを削除してシステムブート;< ニュー 
にすすみます」び反転表示していることを確認 
し、 Cente 巧キーを巧す 
Windows び起動します。 
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I か 


時計用パッテ u —が不足していまず。 

時計用バッテリーは、 AC アダプターを接続し電源 
を入れているとをに充電されます。 


I か 


時計用バッテ U —が不足しています。 

時計用バッテ U —は、 AC アダプターを接続して電 
源を入れているときに充電されます。 


時計用バッテ1」-につし、て{オンラインマ ニ ュアル:）時計用バッテ1」-につし'!て{オンラインマ ニ ュアル：） 


AC アダプターを接続後、次の手順で BIOS セット 
アップの曰付と時刻を設定してください。 

① rn ) キーを押す 

BI 日 S セットアップ画面び表示されます。 
® OXD ©© キ-を使って、に丫 STEM 
DATE / TIME ] の |； Date ] を選択し、 ( SPACE ) 
キーで曰付を設定ずる 

③手順®と同様に [ Time ] で時刻を設定する 
@( F 巧 +© キー、またはキー *1 対甲す 
確認のメッセージび表示されます。 

を ND ) キーを押す場合に、 NUMLOCKLED び 
点なしている場含は、 (5 uML 日 CK ) キーを押して 
消灯してか5盾 \1 D ) キーを押してください。 
愈のキーを押す 

設定内容び有効になり、目 I 日 S セットアップび終 
了します。 

パソコンび再起動します。 

ネ]怎丙丘)キー搭載モデルのみ 


IIE ^ 時計用 A ‘ジテ1」-が不足しています。 

時計用バッテリーは、 AC アダプターを接続し電源 
を入れているとをに充電されます。 

時計用バッテ1」-について{オンラインマ ニ ュアル)〉 

AC アダプターを接続撥、次の手順で BIOS セット 
アップの曰付と時刻を設定してください。 

① ( pn キーを押す 

BI 日 S セットアップ画面び表示されます。 

® けイン]メニ:!一の厦副で[日本語 （ JP )] 
を選択する 
③ ( f 9： l キーを押す 
確認のメッセージび表示されます。 

@[はい]を選択し、 [ ENTE 阿キーを押す 

巨 I 日 S セットアップが標準設定の状態になります。 
愈イン]メニューの[システム時刻]で時刻を 
設定ずる 

イン]メニューの[システム日付]で日付を 
設定する 

⑩のキーを押す 
確認のメッセージび表示されます。 

⑨[はい]を選択し、 ( Inter ) キー对甲す 

BI 日 S セットアップび終了し、パソコンび再起動 
します。 


AC アダプターを接続後、次の手順で日付と時刻を 
設定してください。 

① ( TT ) キーを押す 
Windows び起動します。 

@[コント□ールパネル]を開く 
③ Windows 7 、 Windows Vista の場合 

[時計、言語、および地域]をク U ック[日付 
と時刻]をクリックする 
Windows XP の場合 

[日付、時刻、地域と言語のオプション]をクリッ 
クー [日付と時刻を変更する]をク U ックする 
曰付と時刻を設定する画面げ表示されます。 

@日付と時刻を合わせる 
⑤に K ] ボタンをクリックする 


IIE ^ 日がと赋略設定してください。 

Windows Update やアプ U ケーシヨンのセット 
アップを行う場合は、正しい日付と時刻を設定して 
か5行ってください。 

日がと赋 ij の I 細こついて 
「]章3 Windows セツトアップ」 


• [Insert system disk in drive.Press any key when 
ready 」 

•「 Non - System disk or disk error Replace and 
press any key when ready 」 

•「Invalid system disk Replace the disk,and then 
press any key 」 

• 「巨 00 tCouldn't Find NTLDR Please Insert another 
disk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk.and then press 
any key 」 

• rCannot load DOS press key to retry 」 

•「Remove disks or other media.Press any key to 
restart 」 

•「NTLDR is missing 
Press any key to restart 」 


起動時に rRTC battery is low or CMOS 、 

Q checksum is inconsistent rPress[Fl] 
Key to set Date/TimeJ と表示され、 
Windows が起 ill でをない j 


起動 B 寺 I こ [The firmware has detected ， 
that a CMOS battery failure occured. 
<F1> continue 」 と轰示され、 , 

Windows が起動ををな C 、 J 


r 

[Q 


r システムの日付または時刻が it 効でず j 
と表示された 


Q 


起動時に rPress F1 to Run SETUP 
Press F2 to load default values 
and continuej と表おされ、 
Windows が起できない 




^ なのよ 5 なメッセージが表示された 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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lEv フ□ッピーディスクなどの起動ディスクを取り出 
^し、何かキーを巧してください。 

上記の操作を巧っても解決しない場合は、『東芝 
PC サポートのご案内』で必要事項を確認のラえ、 
東芝 PC あんしんヴポートに連絡してくださし、。 


〇その他のメッセージげ表示された 


lE ^ 使用しているシステムやアプリケーションの説明書 
1を確認してください。 



> A - ドディスクか6 
t リカパリーでまなくなつたとまは 


* HDDU カバ U —機能搭載モデルのみ 

IIE ^ A - ドディスクドライブに搭載されているリカバ 
f リー（再セットアップ）ツール（システムを復元ず 
るためのちの）のデータが破損、もしくは誤って消 
去されている可能性がありまず。 

また、市販のソフトウェアを使用してパーティシヨ 
ンの構成を変更すると、 U カバ U —びできなくなる 
ことびあります。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator 」 で作成し 
たリカバリー^ディアを使って、リカバリーして< 
ださい。 

U ヵバ U - の操作施 

「3章2-®リカバ U - X ディアか 5 U カバリーをする」 

U カバディアびない場合は、修理び必要にな 
る可能性びあ0ます。東芝 PC あんしんサポートに 
相談してください。 



真甫な臭いや遇熱に気ヴいた 



lEv パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コード 
1のプラグをコンセントか！5抜いてください。安全を 
確認してバッテリーパックをパソコン本体から取り 
はずしてか5東芝 PC あんしんヴポートに相談して 
ください。 


なお、連絡の際には次のことを伝えてください。 


• 使用している機器の名称 
• 購入年月曰 

• 現在の状態（できるだけ詳しく連絡してくださし、) 


この Q & A 集を読んでち醒汉でまない 


lE ^ このほかにもいろいろな解決方法びありまず。 

1《オンラインマニュアル》を見る 
この Q & A 集は、バソコンの電源び入5ないなど、 
《オンラインマニュアル》を見 S れない状況での 
Q & A のみ記載しています。《オンラインマニュア 
ル》の 「 Q & A 」 には、このほかにも困ったことび 
起きに場合の巧処方まを記載していまず。 

2 rdynabook . com 」 の「よくある質問 （ FAQ )」 
を調べる 

インターネットに接続でをるときは、東芝 PC 総合 
情報サイト rdynabook . com 」 でヴポート情報を 
見てください。お問い合わせの多い質問やホットな 
QSlA び掲載されています。 

「 A . 回答-対処方法」の説明を読んでち問題び解 
決しない場合は、説明のあとのアンケートに引き続 
き、質問^ールを出すことをでをます。 

* ールでの質問には「お客様登録」び必要です。 


3東芝 PC あんしんヴポートに電話する 

パソコン本体のトラブルは、東芝 PC あんしんサ 
ポートでお答えします。『東芝 PC サポートのご案 
内』で必要事項を確認のラえ、東芝 PC あんしんサ 
ポートに連絡してください。 



操作でまない原因がどラしてもわか5ない 


パソコン本体のトラブルの場合は、『東芝 PC ヴ 
1 ポートのご案内』で必要事項を確認のラえ、東芝 
PC あんしんヴポートに連絡してください。 


IIEv アプ I 」ケーン 3 ンのトラブルの場合は、各アプリ 
^ケーシヨンのヴポート窓□にお問い合わせくださ 
い。 

アプリケ-シヨンのお問い合わせ先 
『取扱説明書』 


IIE ^ 周辺機器のトラブルの場合は、各周辺機器のヴポー 
^卜窓口にお問い合わせください。 

識器の細い合わせ先 
『周辺機器に付属の説明書』 
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3 章 


買つたときのが態に戻ずには-リヵバリ-- 

この章では、パソコンの動作がおかしくなり、いろ 
いろなトラブル解消方法では解巧できないときに行 
う「リカバリー J について説明しています。リカバ 
リーを行うことでシステムやアプリケーシヨンを鹿 
入時の状態に復元できます。作成したデータなどが 
消去されますので、よく読んでか日行ってください。 


1 

リカパリーとは 

54 

2 

リカバリー=再セットアップをずる 

57 

3 

リカパリーをしたあとは 

6已 



リヵパ u - とは 


リカバリー（再セットアップ）とは、お客様び作成したデータや、購入後にインス!-ールしたアプ U ケーシヨン、現在の設 
定などをすべて削除し、をラ]度ご購入時の状態に復元する作業です。 

U カバ U —をすると八ードディスク内に保をされているデータ（艾書ファイル、画像•映像ファイル、メールやアプリケー 
シヨンなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットや^-ルの設定、 Windowsn グオンパスワードなど）も 
購入時の状態に戻る、つま0何ち設定していない状態になります。 

] 度リカバリーを始めると、途中で中止したり、パソコンの電源を切ることはできません。 

次のよラな場合で、どラしてち改善するち法げないとさに U カバ U — をしてください。 

• パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えなくなった 

• 八ードディスクにあるシステムファイルを削除してしまった 
• コンピューターウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除でをない*1 
• パソコンの調子げおかしく、いろいろ試したな咱军消でさない 
•東た PC あんしんサポートに相談した結果、「リカバリーび必要」と診断された 

* 1アプ U ケーシヨンび正常に起動できない場含など、状態によってはウイルスチェックびできない場含びあります。 


D リカバリーをする前に確認すること 


パソコンの動作びおかしいと感じたとさ、次の方法を実行してみてください。 U カバ U —をしなくてち、状態げ改善される 
場含びあります。次の方法をすべて試してみても状態び改善されない場をに、 U カバ U —を実行してください。 


1ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 

本製品に巧意されているウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどうかを確認してください。ウイ 
ルスび検出された5、ウイルスチェックソフトで駆除でをます。その際、ウイルス定義ファイル（パターンファイル）は、 
最新のものに更新しておいてください。場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスもあ0ます。そ 
のときは、 U カバ U - を実行してください。 


2七ーフモードで起動でをるか実行してみる 

Windows び起動できないときは、セーフモードで起動してみてください。セーフモードでは、最低限の機能で Windows 
を起動させることびでをます。 

起動ち法については、『取扱説明書』を参照して<ださし、。 

セーフモードで起動できた場含は、 U カバ U — をする前に東芝 PC あんしんサポートにご相談ください。 


3周辺機器をすべて巧りはずし、再度確認する 

^モ U や USB 対応機器など、購入後に追加で増設した機器が障害の原因となっている場合びあります。それ5を取りはず 
してか5、再度確認してみてください。また、電源関連のトラブルの場をは、バッテ U — をいったん取りはずし、再度取り 
付けてか5起動し直してみてください。 

機器の取りはずし『取扱説明書』く〈オンラインマニュアル：） 


4ほかのトラブル解消方法を探す 

パソコンの調テびおかしいと思ったときは、く〈オンラインマニュアル〉〉で解消へのアプ n —チを確認してください。いろい 
ろな解消方法を紹介しています。 

また、 r 本章2-@システム◎寝オプションについて」で、 Windows び正常に起動しなくなった場合に使巧する「システム 
回復オプション」の説明をしています。 

それでち解消でさないとさに、 U カバ U —をしてください。 
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1 リカバリーとは 


) リカバリーをはじめる前にしておくこと 


リカバリーをはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。 


1準備するなの - 

• 『セットアップガイド』（本書） 

•卷末のリカバリー（再セットアップ）チェックシートをコピーしたもの 

• U カバ u -^ ディア（作成したリカバリー方ディアから U カバ U - する場合） 

• U カバ U — DVD - R 日 M / U カバ U — CD - R 日 M (付属しているモデルの場合) 


2化要なデータのバックアップをとる 

U カバリーをすると、購入後に作成したデータやインス!-ールしたアプリケーションなど、八ードディスクに保存していた 
内容は削除されて、設定び初期化されます。次のよラなデータは削除されますので、巧能な場合は、記録六ディア （ CD や 
USB フラッシュ><モ|」など）にバックアップをとってくださし、。 

* Windows (OS) を変更した場含、バックアップをとったデータび一部使用できない場合びあります。 

• ドキュントまたはマイドキュ^ントのデータ 
• デスクトップに保存したデータ 
• インターネットエクスプ□ーラのお気に入り 
•；<- ル送受信データ 
• ；<ールアドレス帳 

• プレインス I -ールされているアプ U ケーションのデータやファイル 
• お客様びインス I -ールされたアプ U ケーションのデータ 
• お客様び作成されたフオルダーとファイル 

また、 U カバ U - 後も現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておいてください。 

^ Windows (OS) を変更した場含、控えておいた設定び一部使用できない場合びあります。 

ただし、八ードディスクをフオーマットしたり、システムファイルを削除した場合や、電源を入れてもシステムび起動しな 
くなってか5では、バックアップをとることびでをません。また、 U カバ U - を行っても、八ードディスクに保存されてい 
たデータは復元でさません。 


3アプ y ケーシヨンのセットアップ用メディアを確認する 

「 Microsoft 日 ffice 」 や、購入後に追加でインス!-ールしたアプ U ケーシヨン、プリンターなどの周辺機器のドライバー 
は、 U カバ U - 後にインス I ルする必要びあ0ます。 

これ5を再度 インス! -ー ルするための;<ディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーシヨンによっては、再度インス!-ールするとをに ID 番号などび必要です。あ5かじめ確認してください。 


4各種設定を確認する 

インターネットや LAN の設定 、 Windows □グオン時のアカウント名などの設定項目を、方モなどに控えておいてくださ 
い。ウイルスチェックソフトなど、有償で購入した認証キーなどびセットアップ時に必要なアプリケーションは、それ5の 
番号を控えておいてください。確認方法は各アプリケーションのヘルプやお問い合わせ先にご確認ください。 


5音量を調節する 

U カバ U —後、 Windows セットアップび終了するまで音量の調節はでさません。 

あ 5 かじめ音量を調節してください。 0\ O + fESC ) キーを使って、内蔵スピーカーやへッドホンの音量をミュート（消音) 
にしている場合は、もう一度 〔 FN ) 十 (| Scf ) キーを押して元に戻しておいてください。 


6無線 LAN 機能がオンで友るか確認する 

* 無線 LAN モデルのみ 

無線 LAN 機能びオンであることを確認してください。 

ワイヤレスコミュニケーションスイッチび内蔵されているモデルは、ワイヤレスコミュニケーションスイッチび日 n 側にス 
ライドされていることを確認してください。 



買つたときの状態に戻ずにはーリカバリ II 
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フ周辺機器をすべて巧りはずす^^^^^^^^^^^^^ 

^モ U や USB 対応機器など、パソコン本体に取り付けている物は、 AC アダプターのケーブル政外すベて取りはずしてく 
ださし、。 

このとき、パソコン本体の電源を切ってか5巧ってくださし、。 

機器の取0はずし『取扱説明書』く〈オンラインマニュアル：） 



• 市販のソフトウェアを使用してパーテイシヨンの構成を変更すると、リカバリーびできなくなることびあります。 
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^4 麵卜=目か；/巧ジブをする 

本製品にプレインス I -ールされている Windows やアプ U ケーシヨンを復元するちまについて説明します。 

本製品のリカバリーは、ユーヴー権限に関わらず、誰でも実行でさます。誤ってほかの人に U カバ U —を実行されないよ 
ラ、ユーヴーパスワードを設定しておくことをおすすめします。 

ユ-ヴ-パスワ-ド{オンラインにユアル〉〉 


D い<つかあるリカバリー方法 


リカバリーには、次の方法びあります。 

【 U カバ U - DVD - ROM / リカバリー CD - ROM が付属していないモデル】 

• 八ードディスクドライブか 5 U カバ U —をする 
• 作成した U カバ U <ディアか5 U カバ U —をする 
通常は八ードディスクドライブか5リカバリーをしてください。 

U カバ U - 方ディアか5のリカバリーは、八ードディスクドライブのリカバリー(再セットアップ）ツール（システムを復 
元するためのもの）を消してしまったり、ノ V —ドディスクからリカバリーができなかった場合などに巧ラことをおすすめし 
ます。 

リカバ U -；< ディアか 5 U カバ U - をする場含は、「1章8 U カバ U <ディアを作る」を確認して、 U カバリー方ディア 
を巧意してください。 

【 U カバ U - DVD - R 日 M / リカバリー CD - ROM が付属しているモデル】 

• 付属の U カバ U — DVD - R 日 M / U カバ U — CD - R 日 M か5リカバリをする 


J \- ドディスクか6リカバリーをする 


八ードディスクの U カバ U —ツールでは、次の^ニューのなかか 5 U カバ U —方まを選択することげでさます。あ5かじめ 
U カバ U —方まを決めておくとスムーズに操作でをます。 

■ご購入時のが態に復元 ■ 

八ードディスクをパソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプリケーショ 
ンを復元します。購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元 ■ (推巽） 

パーティションサイズを変更して使巧していた場合、そのパーティションの構造を保ったままシステムを復元します。八一 
ドディスクドライブ（じ）に保をされていたデータは消去され、購入時の状態に戻0ますび、その他のドライブに保存され 
ていたデータや設定は、そのまま残ります。ただし、目 I 日 S 情報やコンピューターウイルスなどの影響でデータび壊れてい 
る場合、八ードディスクドライブ（じ）し分外の領域にあるデータち使えないことびあります。 

■ノ くーティションヴイズを指定して復元 ■ 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定して復元することがでさます。八ードディスクドライブ（じ）し^かの八ード 
ディスクの領域は一つの領域にな0、データや設定などはすべて消去されます。 

拉メモ_ 

• リカバリーは、ドライブに方ディアをセットしていない状態で実行してください。ドライブにディアげセットされてい 
ると、エラーになる場含びあ0ます。 

•どの^ニューを選択しても、八ードディスクドライブ（じ）には U カバ U —ツールから購入時と同じシステムび復元され 
ます。 

ここでは、「パーティションサイズを変更せずに復元」する方法を例にして説明します。 

1パソコンの電源を切る（シャットダウン） 

2 AC アダプターと 電源 コードを 接続ずる 
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3 ◎ (ゼロ）キーを巧しなび S 電源スイッチを巧し、 [dynaboQk] または [ TOSHIBA ] 画面び表示され 
た6手をはなず 

各種パスワードを設定している場をは、パスワードの入力をうなびす^ッセージび表示されます。 

パスワードを入力して fENTE 巧キーを巧してください。 

乂 ッセージび表示されます。 

4画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

5 [ネ刃期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[八ードディスク上の全データの消ま]は、パソコンを廃棄または讓渡する場含など、個人情報漏えいを防ぐために、 

八ードディスクのデータを完全に消去するためのちのです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディス 
ク上にある、 U カバ U —ツールの領域！;のすベてのデータが削除されます。 

八ードディスクの消まについて「4章 1-2 八ードディスクの内容をすべて消去する」 


6 [パーティションサイズを変更せずに復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[パーティションサイズを変更せずに復元]を選おした場含の意はと動作は、次のとお0です。 

ほかの方ニューを選択した場含については、次のページを参照してください。 

-[ご購入時の状態に復元] : P . 已9 

-[パーティションサイズを指定して復元]: P . 已9 


• 「パーティションヴイズを変更せずに復元」とは 

「パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクの領域を分割している場合などに使用し 
ます。八ードディスクドライブ（じ）が U カバ U —され、それ!;(外の領域のデータはそのまま残0ます。 


オプション領域 


リカバリー 


こ ^ 


、 一 


ドライブ（じ）< 

レ 

1作成データ* 

設が1ょ消去 

、 一 


1作成データ. 

ドライブ ( D ( E 、 F … ):）1 

1 

設定は保持 


I I 一 I / \ 一 \ 一 、' J 、 


八ードディスクドライブ（じ） (□) にあたる領域は、 
作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ 
リケーシヨンなどびすべて消去された状態になります。 


(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の 
表示例） 


r 先頭パーティションのデータは、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 


£5 メモ 

• [ご購入時の状態に復元]と[パーティションサイズを変更せずに復元]は、 U カバ U —ツールとシステム回復オプショ 
ンの領域が確保されているため、八ードディスクの10日％を使用することはでさません。 


7 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをクリックしてください。 

[次へ]ボタンをクリックすると復元び実行され、[パーティションを初期化してしほす。しば5くお待ちください。] 
画面が表示されます。 

長い時間表おされる場合があ0ますび、画面が切0誓わるまでお待ちください。 

復元中は、 U カバ U —の経過に従い、画面び変わ0ます。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

8 [終了]ボタンをクリックずる 

システムび再起動します。 

しばらくすると、デバイスやお要なアプ U ケーションなどをインス!-ールする画面び表示されます。 

木 ッセージの表示や再起動は何度か巧われます。 

何ち操作しないでお待ちください。絶対に違中で電源を切5ないで<ださし、。 

Windows のセツトアップ画面び表示されます。 
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[巧!巧インス I ルソフトウエアの復元]画面のリカバリーメニューについて _ 

「本節③八ードディスクから U カバ U - をする」の手順目の[初期インス! -- ルソフトウェアの復元]画面で表示される 
U カバリー;< ニューの意巧と動作は次のよラになります。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

パソコンを購入したとさの状態に戻します（モデルによって、ご購入時のパーティションの状態は異なります)。 


システム回復^^ 
オプション領域卜 


作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消去された状態にな0ます。 


リカバリー ■ 


ドライブ（じ） 


作成データ 
設定は消去 


手順目のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 


■パーティションサイズを指定して復元 ■ 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

ノ V — ドディスクドライブ（じ）し：^外の領域区分（パーティション）は消去され、]つの領域にな0ます。その領域 （□) 
は「ディスクの管理」から再設定を行ラと、再びドライブとして使用できるようにな0ます。 

[システム回復オプション]のチェックをはずして U カバ U - を巧ラと、システム回復オプション領域は消去されます。そ 
の領域（[1)6、「ディスクの管理」か5設定するとドライブとして使巧でさます。 

ディスクの管理「本章3-① -1 パーティションを設定する」 


システム回復 
オプション領域 



作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消去された状態にな0ます。 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ媛に、もラ]度設定をやり直してください。また、周辺機 
器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインストールも、 Windows のセットアップ後に巧ってくださし、。 

周辺機器の接続『取扱説明書』《オンラインマニュアル〉〉 


2リカバリー=再セツトアップをずる 


9 Windows のセットアップを巧う 

►詳細について ri 章3 Windows セットアップ」 


• 一部のアプ U ケーシヨンは、 U カバ U —後にアプ U ケーシヨンのインス!ルをする必要びあります。 
詳細について「本章3-③アプ U ケーシヨンを再インス!ルする」 


ドライブ（じ） 


ヴイズ変更が 
でをる範囲 


リカバリー圓 


J 肖去された領域>1 


作成データ’ 
設定は消去 


①に：ドライブのサイズ]で jJ 二!をク U ックしてパーティション（八ードディスクドライブ（じ)）のサイズを指定する 
必要に応じて[システム回復オプション]にチェックをするか、またはチェックをはずしてください。 

® [次へ]ボタンをク U ックする 

手順目のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 


作成データ • 
設定は消去 


3 
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) リカバリーメディアか 6 リカバリーをする 


* ここでは、作成したリカバリーメディアを使用した場合について説明しまず。 

次の方ニューのなかか 5 U カバ U —方まを選択することびできます。あ5かじめ U カバリーちまを決めておくとスムーズに 
操作でさます。 


Windows ( OS ) を変更するにあたって 

リカバ U - DVD - R 日 M / リカバリ ー CD - R 日 M を使って Windows ( OS ) を変更する場をは、必ずに購入時の状態に復 
元]を選択してください。 

他の項目を選択すると、エラーび発生する場含びあ0ます。その場合は電源スイッチを押して電源を切り、最初からや0直 
して < ださし、。 



■ご購入時の状態に復元 ■ 

八ードディスクをパソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時にプレインス I -ールされていたシステムとアプ U ケーシヨ 
ンを復元します。購入後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 

■ノ くーティシヨンヴイズを変更せずに復元 ■ 

パーティシヨンサイズを変更して使巧していた場合、そのパーティシヨンの構造を保ったままシステムを復元します。八一 
ドディスクドライブ（じ）に保をされていたデータは消去され、購入時の状態に戻0ますび、その他のドライブに保存され 
ていたデータは、そのまま残ります。ただし、目 I 日 S 情報やコンピューターウイルスなどの影響でデータが壊れている場 
合、八ードディスクドライブ（じ）(外の領域にあるデータも使えないことびあります。 

■ノ くーティシヨンヴイズを指定して復元 ■ 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを指定して復元ずることびでさます。八ードディスクドライブ（じ）し:^かの八ード 
ディスクの領域は]つの領域になり、そこに保をされていたデータや設定などはすべて消去されます。 

£5 メモ 

•どのメニューを逞択してち、ノ V — ドディスクドライブ（じ）には購入時と同じシステムび復元されまず。 

外付けの DVD ドライブで1」カバ1」一する場合は、あ S かじめ DVD ドライブを接続してください。 

接続方法 『 DVD ドライブに付属の取扱説日月書 J 

1 AC アダプターと 電源 コー ドを接続ずる 

2 リカパ' U- メディアをセットして、バソコンの電源を切る（シャットダウン） 

DVD のリカバ I 」ーメディアび複数枚ある場合は、「メディア1」か6セットしてください。 

3 fT るキーを巧しなび5電源スイッチを巧し、 [dynabook ] または [ TOSHIBA] 画面が表示された日 
手をはなず 

各種バスワードを設定している場合は、バスワードの入力をうなびすメッセージび表示されます。 

パスワードを入力して を NTER ) キーを巧してください。 

4 表示されたアイコンまたはメニューの中か 60(=^ キーまたは mm キ-でリカバリ-メディアを還択 
し、 (ENTER) キーを巧ず 

選択する項目は、次のよ5になりまず。 

本体内蔵ドライブ： [ CD / DVD ] 

ホドライブび内蔵されているモデルのみ 

が付けの DVD ドライブ：山 SB ] または [ USBCDR 日 M ] のドライブ 
US 巨フラッシュ^モ U : [ USB ] の US 巨フラッシュメモ U 

Windows 1 .Windows Vista の場をは[復元方法の選択]画面が表示されます。 

Windows XP の場合は;<ツセージび表示されます。手順巨へ進んでください。 
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8 [パーティションサイズを変更せずに復元]をクリックし、[次へ]ボタンをクリックずる 
Windows (OS) を変更するにあたって 

リカバ U - DVD - R 日 M / リカバリー CO - R 日 M を使って Windows ( OS ) を変更する場含は、必ずに購入時の状態に復 
元]を選択してください。 

他の項目を選択すると、エラーび発生する場合びあります。その場合は電源スイッチを押して電源を切り、最初か5やり直 
して < ださい。 

この操作を実行すると、購入時後に作成したデータや設定などはすべて消去されます。 


[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場含の意はと動作は、次のとおりです。 

[パーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場含の意はと動作は、次のとおりです。 

ほかの方ニューを選択した場合については、次のページを参照してくださし、。 

-に購入時の状態に復冠 ： P .62 

-[パーティションサイズを指定して復元]: P . 巨3 

• 「パーティションヴイズを変更せずに復元」とは 

「パーティションサイズを指定して復元」を使って、すでに八ードディスクの領域を分割している場含などに使巧し 
ます。八ードディスクドライブ（じ）び U カバ U —され、それ!;(外の領域のデータはそのまま残0ます。 


リカバリーメディア 


ろ 


リカバリー 


ドライブ（じ） 


•システム回復 
オプション領域 

作成データ- 
■ 設定は消去 


八ードディスクドライブ（じ） （□) にあたる領域は、作 
成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消去された状態になります。 

* システム回復オプシヨン領域は Windows 7、 Windows Vista のみ 


r 先頭パーティションのデータは、すべて消まされます。」といラ方ッセージび表示されます。 

£5 メモ 

• 「ご購入時の状態に復元」と「パーティションサイズを変更せずに復元」を選択した場含は、 U カバ U —ツールとシステ 
ム回復オプションの領域び確保されているため、八ードディスクの]日日％を使用することびでさません。 


(八ードディスクドライブの領域を分割している場合の表示例) 


■ - A 作成ァータ ’ 

とライブ ( D ( E 、 F … ):) r 設定は保持 


脚期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[八ードディスク上の全データの消ま]は、パソコンを廃棄または讓渡する場をなど、個人情報漏えいを防ぐために、 

八ードディスクのデータを完全に消去するためのものです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディス 
ク上にある、すべてのデータび削除されます。 

八ードディスクの消まについて「4章 1-2 八ードディスクの内容をすべて消去する」 


2リカバリー=再セットアップをずる 

5 [TOSHIBA Recovery Wizard] をチェックし、[次へ]ボタンをクリックずる 

[システム回復オプション]には、パソコンを使用するラえでのさまざまなトラブルやデータ保護に対応した;<ニュー 
び用意されています。詳細は「本節®システム回復オプションについて」を参照してください。 

乂 ッセージ画面び表示されます。 

6 画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 
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9 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[次へ]ボタンをクリックすると復元び実行され、[パーティションを初期化しています。しば5くお待ちください。] 
画面び表示されます。 

長い時間表おされる場合びあ0ますび、画面が切0誓わるまでお待ちください。 

復元中は、 U カバ U —の経過に従い、画面が変わ0ます。 

* 最初に[コピーしていまず。]画面び表示される場合びあります。 

長い時間表示される場合もありまずび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

U カバ U <ディアが複数枚ある場合、画面の指示に従って入れ誓えてください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 

10 [終了]ボタンをクリックずる 

リカバリー DVD - R 日 M / I 」 カバリー CD - ROM の場合は、自動的に^ディアび出てきます。 U カバ U —メディアを取 
0出して < ださい。 

システムび再起動します。 

しばらくすると、デバイスや必要なアプ U ケーションなどをインス!-ールする画面び表示されます。 

木 ッセージの表示や再起動は何度か巧われます。 

何ち操作しないでお待ちください。絶対に途中で電源を切5ないで<ださし、。 

Windows のセットアップ画面び表示されます。 

11 Windows のセットアップを巧う 

詳細につし、て n 章3 Windows セツトアツで 

ぶすメモ 

• 一部のアプ U ケーションは、 U カバ U —後にアプ U ケーションのインス!-ールをする必要びあります。 

詳細について「本章3-③アプ U ケーシヨンを再インス!ルずる」 


購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ媛に、もう]度設定をやり直してください。また、周辺機 
器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインス!ルも、 Windows のセットアップ後に巧ってくださし、。 

周辺機器の接続『取扱説明書』《オンラインマニュアル〉〉 


|_[初期インストールソフトウエアの復元]画面のリカバリーメニューについて 


「本節® U カバ U <ディアか 5 U カバ U - をする」の手順8の[初期インストールソフトウェアの復元]画面で表示さ 
れる U カバ U —メニューの意味と動作は次のよラにな0ます。 

■ご購入時の状態に復元 ■ 

パソコンを購入したとさの状態に戻します（モデルによって、ご購入時のパーティションの状態は異なります)。 


リカバリーメディア 



ク I 



システム回復 
オプション領域 

作成データ- 
設定は消去 


作成したデータ、設定した項目、インス!-ールしたアプ U 
ケーシヨンなどびすべて消去された状態にな0ます。 

* システム回復オプシヨン領域は Windows 7 、 Windows Vista のみ 


リカバリー ■ 

;爲レの 巧ィブ忙) 



リカバリー 


手順8のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」というメッセージび表示されます。 
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* システム回復オプション領域は Windows 7 、 Windows Vista のみ 

①に：ドライブのサイズ]で Jj _ ij をクリックしてパーティション（八ードディスクドライブ（じ)）のサイズを指定する 
Windows 7 、 Windows Vista の場含、必要に応じて[システム回復オプション]にチェックをするか、またはチェックを 
はずして < ださし、。 

©[次へ]ボタンをク U ックする 

手順8のあとは「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラ^ッセージび表示されます。 


* Windows 7 、 Windows Vista の場合 

Windows 7 、 Windows Vista の場含は、「システム回復オプション」び用意されています。「システム回復オプション」 
とは、 Windows び正常に起動しなくなった場合に、問題を解決して起動できるようにする方ニューげ集まったものです。 

1 「詳細ブートオプション」を表示ずる 

『取扱説明書』に記載されている「セーフモードで起動する」と同じ手順で表示してください。 

2 [コンピューターの修復]を選択し、 作 NTE 巧 キーを巧ず 

キーボードの選択画面び表示されます。 

3 [日本語]を選択し、[次へ]ボタンをクリックずる 

□グオン画面び表示されます。 

4 ユーザー名を選択し 、 Windows □グオンパスワードを入力ずる 


リカバリー=再セツトアップをずる 


■パーティションサイズを指定して復元 ■ 

八ードディスクドライブ（じ）のサイズを変更します。 

ノ V — ドディスクドライブ（じ）外の領域区分（パーティション）と U カバ U —ツールの領域は消去され、]つの領域にな 
ります。その領域は「ディスクの管理」か5再設定を行うと、再びドライブとして使用でをるようになります。 

Windows 7. Windows Vista の場合、[システム回復オプション]のチェック対まずしてリカバ U - を巧うと、システム 
回復オプション領域は消去されます。その領域 （□) ち)、「ディスクの管理」から設定するとドライブとして使用でさます。 

ディスクの管理「本章3-① -1 パーティションを設定する」 


リカバリーメディア 


ろク I 


リカバリー 


システム回復， 
>オプション領域 

1作成データ* 

く 設定は消去 


ドライブ（じ） 


作成したデータ、設定した項目、インス 
トールしたアプ U ケーシヨンなどびすべ 
て消去された状態にな0ます。 


ヴイズ変更が 
でさる節囲 


ドライブ（じ） 


パーティションと 
リカバリーツールが 
L 消去された領域1 




④システム回復オプションについて 


買ったとさのげ態に戻ずにはーリカバリ II 
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5 [ OK ] ボタンをクリックずる 

「システム回復オプション」び起動します。 

• スタートアップ修復 

システムファイルの不足や破損など、 Windows の正常な起動を畑ブる可能性のある問題を解決し、正常に起動でを 
るよつ1しします。 

• システムの復元 

システムファイルを正常に機能していた曰時の状態に復元することびでさます。 

• Windows Complete PC 復元 

本7 Professionak Vista 巳 ussiness モ了ルのみ 
Windows Complete PC バックアップイメージからコンピューターを復元します。 

• メモ U 診断ツール 

メモ U び正常に機能しているかどラかを確認します。 

• コマンドプロンプト 

コマンドプ□ンプトに切0誓えます。 

• TOSHIBA Recovery Wizard 

リカバリー(再セットアップ）方ニューを表示します。 

6 使いたいメニュー名をクリックずる 

このあとの操作は、方ニューによって異な0ます。表示された画面の指示に従って操作してください。 

d システム回復オプション領域を削除してしまつたとまは _ 

U カバ U - をした隙、[パーティションサイズを指定して復冠を選択し、[システム回復オプション]のチェック対まずし 
た場をは、この手順では「システム回復オプション」を起動でをません。次のいずれかの手順で起動してください。 

• リカバリー^ディアびある場含は、方ディアか5「システム回復オプション」を起動することびでさます。 

① AC アダプターと電源 コー ドを接続する 

③方ディアをセットして、パソコンの電源を切る（シャットダウン） 

方ディアび複数枚ある場合は、ディア]」からセットしてください。 

風 fFl 句キーを押しなび5電源スイッチを押し、 [ dynabook ] または [ TOSHIBA ] 画面び表示されたら手をはなす 
各種パスワードを設定している場をは、パスワードの入力をラなびす^ッセージび表示されます。 

パスワードを入力して ( ENTE 巧キーを巧してください。 

® 表示されたアイコンまたは方二:!一の中か5©©キーまたは （ t ) しじ)キーでリカバリー方ディアを選択し、 ( Inter ) 
キーを押す 

選択する項目については、「本節® U カバ U —メディアからリカバリーをする」の手順4を参照してください。 
[復元ちまの選択]画面び表示されます。 

感[システム回復オプション]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックする 
キーボードの選択画面び表示されます。 

©「日本語」を選択し、炊へ]ポタンをクリックする 
オペレーティングシステム選択画面び表示されます。 

③ 「 Micr 日 soft Windows 7」または 、 「Microsoft Windows Vista 」 を選択し、炊へ]ポタンをク U ックする 
「システム回復オプション」び起動します。 


• リカバリー^ディアびない場をは、八ードディスクか5 [ご購入時の状態に復元（システム回復オプションあり）]を選 
おしてリカバリーをすると、[詳細ブートオプション]^ [コンピューターの修復] けら 「システム回復オプション」を 
起動でをます。 
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^3 u 刪-ミしたあとは 



ットアップのあとは 


パーテイシヨンの設定を変更してリカバリーをした場合のみ、次の「1パーテイシヨンを設定する」の操作を行ってください。 


1パーテイシヨンを設定する^^^^^^^^^^^^^^^ 

パーティションの設定を変更してリカバリーをした場合は、 U カバ U - 撥すみやかに次の設定を巧ってください。 
Windows 7および Windows Vista と Windows XP では、パーティションの設定方法が異なります。お使いの機種の状 
態に合わせて、該当する日 S の手順をご覧ください。 

一 Windows 7 /Windows Vista の場合 _ 


パーティションを設定するにあたって 

• 「ディスクの管理」を使巧すると、ボリュームびないプライマ U パーティションび表示されます。このパーティションに 
はリカバリー（再セットアップ）するためのデータび保存されていますので、削除しないでください。削除した場合、リ 
カバ U —はでさな < な0ます。 



1コンピューターの管理ちになっているユーザーアカウントで□グオンずる 

2 [スタート]ボタン （®) 一 [コント□-ルバネル]をク U ックずる 

3 [夕苗システムとセキュ U ティ]一[お"管理ツール]をクリックずる 

4 [^1 コンピューターの管理]をダブルクリックずる 
5左画面の [1^ ディスクの管理]をクリックずる 

設定していないバーティシヨンは[未割 D 当て]と表示されます。 

6 [ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックずる 

7表示されるメニューか5 [新しいシンプルボ U ューム]をクリックずる 

踊しいシンスレボリュームウィザード]び起動します。 





た 

と 

さ 

の 


に 

戻 

す 

に 

は 


U 

力 

パ 

U 


8 [次へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定ずる 

次の項目を設定します。 

-ボ U ユームサイズの指定 
-ドライブ艾字またはパスの割0当て 
-パーテイシヨンのフオーマット 
-ファイルシステム 
-ア□ケーションユニットサイズ 
-ボ U ユー ムラべル 
-クイックフオーマット 
-ファイルとフオルダーの圧縮 

9設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックずる 

フオーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピューターの管理」のヘルプを参照してください。 


【ヘルプの起動] 

⑦メニューバーから[ヘルスー[トピックのお索]をク1」ックする 
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I Windows XP の場合 


1 コンピューターの管理者になっているユーザアカウントで□グオンする 

2 [コント□-ルバネル]を開き、 [3 バフォーマンスとメンテナンス]をクリックずる 

3 [が1 管理ッール]をク U ックする 

4 コンピュータの管理]をダブルクリックずる 
5を画面の[ディスクの管理]をク U ックする 

設定していないバーティションは[未割り当て]と表示されまず。 

6 [ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックずる 

7 表示されるメニューか S [新しいパーティション]をク U ックする 

[新しい(ーティションウィザード]び起動します。 

8 [次へ]ボタンをク U ックし、ウィザードに従って設定ずる 

次の項目を設定します。 

-パーティションの種類 
-パーティションサイズ 
-ドライブ艾字またはパスの割0当て 
- フオー マット 
-ファイルシステム 

9設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックずる 

フォーマットび開始されます。 

パーティションの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 

【 ヘルプの起動】 

①メニ:!ーバー占 、 S [ヘルスー[トピックの検索]をク1」ックする 


ンを再インス I ルする 


本製品にプレインス I -ールされているアプリケーションは、一度削除してしまってち、必要なアプ U ケーションやドライ 
バーを指定して再インス I -ールすることびでさます。 

日 ffice 製品の再インストールについては、「本節③日 ffice 製品を再インス I -ールする」を参照してください。 


【必要なちの】 

• 『セットアップガイド』（本書） 

アプ U ケーションによっては、再インス!-ール時に I □番号などび必要です。あらかじめ確認してから、再インストールす 
ることを推奨します。 

同じアプリケーションびすでにインス!-ールされているとさは、コント□ールパネルの「プ□グラムのアンインス I -ール」 
または「プ□グラムの追加と削除」や、香アプ U ケーションのアンインス!-ールプ n グラムを実行して、アンインス!-ール 
を行ってください。 

アンインストールを行わずに再インス!-ールを実行すると、正常にインス!-ールでをない場含びあります。ただし、上記の 
どの方までをアンインス!-ールが実行できないアプ U ケーシヨンは、上書きでインス!-ールしても問題ありません。 
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3 リカバリーをしたあとは 


1操作手順 

1 [スタート]ボタン（@)一 [ずべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再インス!ル]をク 
リックずる 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

アプ U ケーションやドライバーのセットアップ方ニュー画面び表示されます。アプ U ケーションやドライバーのセット 
アップ方ニューは、カテゴリごとのタブに分かれています。 

初めて起動したときは、[ドライバー]タブび表示されています。タブをク U ックして再インストールしたいアプリ 
ケーションを探してくださし、。 

画面左側にはアプ U ケーションの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプ U ケーションの説明び書かれていますので、よくお読みくださし、。 

3画面左側のアプリケーション名を選択し、画面ち側の「XXXのセットアップ」をクリックずる 

「 XXX 」にはアプ U ケーション名び入0ます。選おした方ニューによっては別の言葉び表示されます。 

4表示されるメッセージに従ってインス!ルを行ラ 

[ファイルのダウン□-ド]画面び表示された場合は、廣行]ボタンをク U ックしてください。 


) 〇け ice 製品を再インス I >ールする 


去 Office 搭載モデル、 PowerPoint 搭載モデルの場合 

ここでは 、 Office Personal 2日日7 、 Office Professional 2007 . Office PowerPoint 2 日日 7 を巧インストールする 
方法を説明します。 

[ 必要なもの】 

付属のパッケージに、必要なものび一式入っています。 

• [ Microsoft ® Office Personal 2007」一式 

• [ Microsoft ® Office Professional 2 日日7」一式 

• [ Microsoft ® Office PowerPoint ® 2 日07」一式 

再インス I -ールした場合、ライセンス認証び必要にな0ます。 

再インストール方法とセツトアップ方法 


詳細は、それぞれのパッケージに付属の『スタートガイド』を確認してくださし、。 

[Service Pack 2について】 

添付の CD から Office Personal 2日07 、 Office Professional 20日7 、 Office PowerPoint 2007を再インストール 
した場含 、 Service Pack 2は組み込まれません。 

次の手順を行って、インス!-ールしてください。 

①[スタート]ボタン-^ [すべてのプ□グラム]-^ [アプリケーシヨンの再インス!-ール]をク U ックする 
感[セットアップ画面へ]をクリックする 
感 [ Windows 関疆タブをク U ックする 

® 画面左側の [ Micros 日れ日 ffice 2日日7 Service Pack 2] をクリックし、表示された画面に従ってセットアップする 
に ff ice ナビ搭載モデルの場合】 

「 Microsoft ® 日 ffice ナビ2日07」は、アプリケーシヨンの再インス! -- ルか5再インス! -- ルします。 

①[スタート]ボタン-^ [すべてのプ□グラム]-^ [アプリケーシヨンの再インス!-ール]をク U ックする 
感[セットアップ画面へ]をクリックする 
③ [ Windows 関疆タブをク U ックする 

® 画面左側の [ Micros 日 ft 日 ffice ナビ2日日 7] をク U ックし、表示された画面に従ってセットアップする 


D バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした記録;<ディアか5データを読み込んでください。 
市販のアプ U ケーシヨンによってバックアップち法や復元方法が用意されている場合は、そのち法に従って復元してくださ 
い。 
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買ったときの状態に戻ずにはーリカバリ II 
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4 章 


廃棄/譲渡について 


八。くろ 


パソコン本体を捨てるときや人に譲るときの処置に 
ついて、知っておいて欲しいことを説明しています。 


1捨てるとを/人に譲るとき 
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捨てるとを/人に譲るとを 

1お客様登録の削脚こコし、て 

♦ホームページか5削除する 

東ち ID ( TID ) をお持ちの場をはこち5からお願いしま 

す。 

©インターネットで 「 http ://「 ooml 日 48. jp /」 へ接続 
する 

③[□グイン]ボタンをク U ックする 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場合は、巧 
容を確認し、 [ OK ] ボタンをク U ックしてください。 

風[東芝の （ TID )] と[パスワード]に入力し、 I ；□グ 
イン]ボタンをク U ックする 
お客様専用ページに n グインします。 

® ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更^ニュー]画面び表示されます。 

⑤[退含]をク U ックし、登録を削除する 

《退芸ではなく、商品の削除のみのお客様は「登録情報 
変更^ニュー」で、商品削除を行ってください。 

《 TID を退会されますと、 「 Shopl 日48」での TID 尝員 
メニュー、およびポイントサービスなどわご利用し、た 
だけなくな0ますので、あ5かじめご了承<ださし、。 

♦電話で削除する 

「東芝 I □事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

• 東芝の事務局（お客様情報変更） 

TEL :日己7日- 09- 1048 
受付時間：1日:0日〜] 7:0日 

让•日、祝日、東芝特別休日を除く） 


呂 A — ドディスクの内容をずべて消去ずる^^^^^^ 

パソコン上のデータは、削除操作をしても実際には残って 
います。普通の操作では読み取れないよラになっています 
び、特殊な方法を実巧すると削除したデータでも再現でを 
てしまいます。そのよラなことびでさないよラに、パソコ 
ンを廃棄または讓渡する場含など、他人に見5れたくない 
データを読み取れないよラに、消去することびでさます。 


八ードディスク 
のデータを 
すべて消去 



(八ードディスクの U カバ U — ツールを使用する場合) 

なお、八ードディスクに保存されている、これまでに作成 
したデータやプ□グラムなどはすべて消失します。これ5 
を復元することはできませんので、ミち意してください。 

I 操作手順 _ 

八ードディスクの内容を削除するには、八ードディスクの 
U カバ U —ツール、作成した U カバ U ディア、付属の 
U カバリー DVD-R 日 M / CD-ROM を使用します。 

八ードディスクの U カバ U —ツールを使用すると、八ード 
ディスク内のデータはすべて消まされますび、 U カバ U — 
ツールは残ります。 

作成した U カバ U —方ディアを使用すると、八ードディス 
ク内のデータと共にリカバリーツールわ消去されます。 
ここでは、八ードディスクの U カバ U - ツールか5行う方 
法を例にして説明します。リカバ U <ディアか5行う場 
をは、手順の前にメディアディア])をセットしてく 
ださい。 


紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容 
変更、削除に関するお問い合わせ窓□です。 

保守サービス、修理などの技術的な相談は、『東芝 PC ヴ 
ポートのご案内』を確認してください。 

法人のお客様の場含は、□グインで表示される画面び異な 
0ます。登録情報の変更および退尝は「登録情報変更」の 
^ニューで、ご自身で行っていただくことびでさますび、 
商品の削除びでをませんので、その場含は東芝の事務局ま 
でお電話でご連絡くださいますようお願いいたします。 

• 詳しくは、次のホームページを参照してください。 

URL : https://room 1 048. jp / onetoone / info / 
business.htm 


1 バソコンの電源を切る（シャットダウン） 

2 AC アダプターと 電源 コー ドを接続ずる 

3 @ (ゼロ）キーを巧しなが5電源スイッチを巧 
し、 [dynabook ] または [ TOSH 旧 A ] 画面び 
表示された日手をはなす 

各種バスワードを設定している場合は、バスワードの 
入力を5なびすメッセージび表示されます。 

パスワードを入力して fENTE 巧 キーを押してください。 

乂 ッセージ画面び表示されます。手順已へ進んでくだ 
さい。 


また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』 
を参照してください。 
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1 捨てるとを/人に譲るとき 


【 U カバ U —メディアをセットしている場合】 

キーを押しなび5電源スイッチを押し、 [ dynabook ] 
または [ TOSHIBA ] 画面び表示された5手をはなします。 
各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力 
をラなびす;< ッセージが表示されます。 

パスワードを入力して [ ENTER 伴一を押してください。 

乂 ッセージび表示されます。 

表示されたアイコンまたは^ニューの中かキーま 
たは①①キーで U カバ U - メディアを選択し、 CENT 前 
キーを巧して < ださい。 

選巧する項目は、次のよラになります。 

本体内蔵ドライブ ：に D / DVD ] 

* ドライプび内蔵されているモデルのみ 
外付けの DVD ドライブ： [ USB ] または [ US 巨 CDR 日 M ] 
のドライブ 

US 巨フラッシュ方モリ： [ USB ] の US 巨フラッシュメモ U 

4 [TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェック 
し、[次へ]ボタンをクリックずる 

乂 ッセージ画面び表示されます。 

5画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリック 
ずる 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 

6 [ハードディスク上の全データの消去]をチェッ 
クし、[次へ]ボタンをクリックずる 

消去方法を選おする画面び表示されます。 

7 目的に合わせて、[標準データの消去]または 
[機密データの消去]をチェックし、[次へ]ボ 
タンをクリックずる 

通常は[標準データの消ま]を選おして<ださし、。 
データを読み取れな<なります。 

よ0確実にデータを消去するためには、[機密データの 
消去]を選択してください。数時間かか0ますび、 
データは消まされます。 

[データの消去を開始します。]画面び表示されます。 

8 [次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをクリッ 
クして < ださし、。 

[次へ]ボタンをク U ックすると、消去び実行されます。 
消去び完了すると、終了画面び表示されます。 

9 [終了]ボタンをクリックずる 

DVD の場をは、自動的に^ディアび出てをます。 

方ディアを取り出してください。 

TPM の内容を消去する _ 

* TPM 搭載モデルのみ 

TPM を使用している場を、八ードディスクドライブだけで 
なく、 TPM 内部のデータを削除する必要びあります。登録 
情報など、セキュリティに関する重要な情報び含まれるた 
め、必ずデータを削除してください。 

『Trusted Platform Module 取扱説明書』 



リカバリ-煩セットアップ)チ I ックシ-卜 


リカバリーは、本ページをコピーするなどして、次の項目を順番にチェックしなび5実行してください。 

本ページに記載されている各チェック項目の詳綱ま、「3章買ったときの状態に戻すには」で説明しています。 


①リカバリーをする前に確認すること 


□ ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□ セーフモードで起動できるかどラか実行してみる 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 
□ ほかのトラブル解消方法を探してみる 

『取扱説明書』{オンラインにユアル)〉 


( D リカバリーをはじめる前にしてお<こと 


□①華備ずるもの 

□ 『セットアップガイド』（本書） □ 『取扱説明書』 

□ このリカバリーチェックシートをコピーしたちの 

□ IJ カバリー六ディア (作成した U カバ U —^ディアか 5 U カバリーする場合） 

□⑤必要なデータのバックアップをとる 

バックアップをとることびでさる場をは、とっておいて<ださい。リカバリーをすると、購入後に作成したデータは 
すべて消失します。 

□ ドキュ方ントまたはマイドキュメントのデータ 
□購入後にデスクトップに保存したデータ 
□ インターネットエクスプ □- ラーのお気に入り 
□方ール送受信データ 
□方ールアドレス帳 

□プレインス I -ールされているアプ U ケーションのデータやファイル 
□購入後にインス!-ールしたアプリケーションのデータ 
□購入後に作成したフォルダーやファイル 

□感アプリケーションのセットアップ巧のメディアを確認ずる 

「 Microsoft 日 ffice 」 や、購入撥にインストールしたアプ U ケーションなどは、 U カバ U - 後にインストールする必 
要げあります。 U カバ U — した直後は、お客様びインス!-ールしたソフトなどは復元されません。ご購入された^ 
ディアなどか5再度インス I -ールしてく ださし、。 

□® 各種設定を確認ずる 

□⑥あ5かじめ、音量を調節する 

□® 周辺機器をずベて取りはずず 


③リカバリー（再セットアップ）の流れ 


リカバリーをする場合は、次のよラな流れで作業を巧ってください。 

□ リカバリー（再セットアップ） 

□ アプリケーションやドライバーのインストール* 

□ ウイルスチェックソフトのインストール* 

□日 ffice 製品 （ Word 、 Excel など）のインストール* 

□周辺機器（マウス-；<モリ-プリンターなど）を取り付けて、設定する 
□ インターネットの設定 
□ ウイルスチェックソフトの更新 
□ Windows Update 
□ データの復元や^ールの設定 
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* 必要なモデルの場合 






